
令和４年度 

長野県木材青壮年団体連合会 

 

第１回定例理事会 

 

 

 

 

 

令和４年７月９日（土） 

長野市 長野県林業センター 

 





日時：令和4年7月9日（土）　15:30～17:00

場所：長野市　長野県林業センター

１　開会の辞

２　会歌斉唱及び綱領唱和

３　出席者確認

４　会長挨拶

５　直前会長挨拶

６　資料確認及び字句訂正

７　連絡報告事項

（１）会議事業経過報告

（２）会団割会費及びＰＲ会費納入について

（３）ウッディレター配信料について

（４）日本木青連からの連絡事項について

（５）出向者活動報告

（６）正副会長・事務局連絡事項

８　議長指名

９　議事

（１）開会宣言

（２）議事録作成人指名

（３）定足数確認

（４）審議事項

第１号議案　令和３年度臨時理事会議事録・令和４年度臨時理事予定者会議議事録

　　　　　　令和４年度定時総会議事録

第２号議案　令和４年度ＰＲカレンダー斡旋事業（案）承認の件

第３号議案　第４５回児童生徒木工工作コンクール開催（案）承認の件

第４号議案　信州山の日2022木工教室（案）承認の件　

第５号議案　ビアフェス木工教室（案）承認の件　

第６号議案　木工体験活動指導者派遣事業（案）承認の件　

第７号議案　全国大会実行委員会設置（案）承認の件

第８号議案　役員選考委員会設置（案）承認の件　

第９号議案　第２回定例理事会開催日（案）承認の件　

10　協議事項

・木青連会員拡大等について

11　会団事業・活動報告

12　監事講評

13　閉会の辞

令和４年度　第１回定例理事会　次第
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【連絡報告事項】

2 月 22 日 長野県木青連 日木出向者選定会議 ＷＥＢ会議

3 月 4 日 日本木青連 理事予定者会議・委員会 ＷＥＢ会議

3 月 5 日 日本木青連 第７回理事会 ＷＥＢ会議

3 月 5 日 日本木青連 第134回臨時総会 ＷＥＢ会議

3 月 29 日 長野県緑の基金　評議委員会 書面表決

4 月 9 日 長野県木青連 理事予定者会議 ＷＥＢ会議

4 月 13 日 長野県林務部・中部森林管理局新年度挨拶回り 長野 長野県・中部森林管理局

4 月 15 日 新任挨拶廻り(常任理事以上）　 東京

4 月 16 日 第1回理事会 (東京ＷＥＢ会議） 東京 ＷＥＢ会議

4 月 27 日 長野県林業団体協議会通常総会 長野 長野県林業センター

4 月 27 日 森林・林業施策懇談会（春）　・長野県林務部 長野 長野県林業センター

4 月 27 日 中部森林管理局と長野県林業団体との懇談会 長野 長野県林業センター

5 月 9 日 長野県木青連 監査 長野 長野県木連

5 月 14 日 長野県木青連 令和3年度臨時理事会 ＷＥＢ会議

5 月 14 日 長野県木青連 臨時理事予定者会議 ＷＥＢ会議

5 月 14 日 長野県木青連 定時総会 ＷＥＢ会議

5 月 27・28 日 第６７回全国会員北海道大会 北海道 カナモトホール・札幌グランドホテル

5 月 31 日 長野県木材産業政治連盟　通常総会 長野 ホテル信濃路

6 月 22 日 長野県緑の基金　評議委員会 長野 長野県林業センター

7 月 5 日 長野県県産材振興対策協議会　通常総会 書面表決

7 月 8 日 長野県木材産業振興基金　通常総会 書面表決

7 月 9 日 長野県木青連・第１回理事会 長野 林業センター

会議・事業経過報告
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令和４年７月９日 

 

会団長・個人会員 各位 

 

長野県木材青壮年団体連合会 

財務担当副会長  由井 正宏 

会団割会費・ＰＲ会費・ウッディレター配信料についてのお願い 

 総会でご決定頂きました通り、令和４年度の会費等を下記の通り納入頂きますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．納入金額 

会員割会費 ＰＲ会費 ｳｯﾃﾞｨﾚﾀｰ配信料

@10,400 @30,000 @2,600

9 名 93,600 270,000 23,400 387,000

上小支部 4 名 41,600 120,000 10,400 172,000

4 名 41,600 120,000 10,400 172,000

特別会員 1 名 10,400 30,000 0 40,400

9 名 93,600 270,000 23,400 387,000

1 名 10,400 30,000 0 40,400

会団名 会員数 合計(円)

個人会員

松本材青会

北信木青連

東信木青連

佐久支部

２．納入期限  7月 29日（金） 

 

３．振込先  八十二銀行 本店営業部 

   店番号 ２１０ 口座番号 １１５５７８７ 

   口座名義 長野県木材青壮年団体連合会 

 

４．会団ＰＲ事業費の拠出について 

   令和５年１月末をめどに各会団にＰＲ事業報告を提出していただき、支払いを行う予定。 

   尚、入出金の期日の関係上、ＰＲ会費とＰＲ事業費の相殺はできません。 

 

５．その他 

   領収書発行のご希望は由井副会長までお申し出下さい。 
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令和４年度ＰＲ事業報告書 

 

 

会 団 名               

 

 

１．事 業 名 

     

 

２．日  時 

     

     

 

３．場  所 

     

 

４．参加者数（来場者数） 

    子供     人 

    大人     人 

 

５．木青連出席者氏名 

     

 

６．内容・題材 

     

     

     

     

     

 

７．添付資料 

  ・写真添付 

  （jpgデータで送ってください。※１枚１枚のデータに、イベント名を記載してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の事業を行う場合は本紙をコピーの上、１事業１枚の報告書を提出して下さい。 

  （提出期限：令和 5年 1月末日まで） 
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８．収支精算書 

   収入の部 

科    目 金   額 摘   要 
   

合   計   

 

 

   支出の部 

科   目 金   額 摘   要 
   

合   計   

    （教材費・材料費、会場費、パンフレット代、テキスト代、道具代、 

     弁当代、雑費、などの項目別に記入して下さい） 

 

※県の補助事業の対象となりますので、領収書については宛先を長野県木青連としてくださ

い。 

 また、但し書きと日付も必ず入れてください。 

 

 

 

 

 

 

口 座 

金融機関  口座番号  

口座名義人  普通・当座  

 

 

提出期限  令和５年１月末日（必着） 
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【領収書のコピー添付欄】 
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令和４年度ＰＲ事業報告書 

 
 
会 団 名   長野県木青連      
 
 
１．事 業 名 
   信州山の日イベント[木工教室] 
 
２．日  時 
    令和○年 7月○日（日） 
    9:30～16:30    
 
３．場  所 
    ○○市 ○○高原 
 
４．参加者数（来場者数） 
    子供   １００人 
    大人   ９０人 
 
５．木青連出席者氏名 
    長野 太郎（終日） 
    信州 一郎（終日） 
    松本 太郎（午前） 
    上田 一郎（午前） 
 
６．内容・題材 
    木工教室を開催。 
    ・ミニ椅子づくり（イスキット） １００セット 
        ≪講師内容≫ 

① イスの作り方（５分）木青連 
② イス作り開始 （４５分）※木青連は、参加者のイスづくりをサポート 

 
７．添付資料 
  ・写真添付 
  （jpgデータで送ってください。※１枚１枚のデータに、イベント名を記載してください。） 

      

    式典風景           木工教室      木工教室（イスづくり） 

      

 木工教室（イスづくり）    木工教室（イスづくり）    木工教室（イスづくり） 

 

複数の事業を行う場合は本紙をコピーの上、１事業１枚の報告書を提出して下さい。 

  （提出期限：令和 5年 1月末日まで） 

記載例 
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８．収支精算書 

   収入の部 

科    目 金   額 摘   要 
ＰＲ事業費 115,576 円   

合   計 115,576 円   

 

 

   支出の部 

科   目 金   額 摘   要 
材料費 

加工費 

搬入費 

備品、雑費 など 

印刷費 

81,000 円  

16,200 円  

5,000円  

11,000 円  

2,376円 

県産材（杉）イス材料 810円×100 ｾｯﾄ 

イス材料加工 162円×100 ｾｯﾄ 

運搬費（搬入・搬出） 
受付簿、整理券、会員紹介・木青連 PR ﾁﾗｼ印刷等 

受付簿、整理券等印刷 

合   計 115,576 円  (税込) 

    （教材費・材料費、会場費、パンフレット代、テキスト代、道具代、 

     弁当代、雑費、などの項目別に記入して下さい） 

 

※県の補助事業の対象となりますので、領収書については宛先を長野県木青連としてくださ

い。 

 また、但し書きと日付も必ず入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口 座 

金融機関 八十二銀行  ○○支店 口座番号 №000000000 

口座名義人 長野県木青連 普通・当座 普通 

 

 

提出期限  令和５年１月末日（必着） 
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【領収書のコピー添付欄】 

 

 

領 収 書 
 

 

￥                円 
但し、･･･････････････････････ 

 

   令和  年  月  日 

                         ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                         ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

領 収 書 
 

 

￥                円 
但し、･･･････････････････････ 

 

   令和  年  月  日 

                         ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                         ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

領 収 書 
 

 

￥                円 
但し、･･･････････････････････ 

 

   令和  年  月  日 

                         ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                         ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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日本木材青壮年団体連合会 

〒135-0041 東京都江東区冬木6-14 飯沼ﾋﾞﾙ102 

http://www.mokuseiren.jp 

 

令和４年５月吉日 

               御中 

日本木材青壮年団体連合会 

会  長 川 井 博 貴 

木材活用委員会担当副会長 砂 田 雄太郎 

木材活用委員会委員長 渡 辺 健 人 

 

日本木材青壮年団体連合会 第２６回木材活用コンクール 

賛助金によるご協賛のお願い 
 

謹啓 平素は当会の運営にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

私ども日本木材青壮年団体連合会は、このたび令和４年度に第２６回木材活用コンクールを主催

するにあたり、当コンクールへのご協賛をいただける方（企業・団体・個人）を募集いたします。 

当コンクールは、農林水産省、国土交通省、（公財）日本住宅・木材技術センター、（一社）全

国木材組合連合会、（公社）日本建築家協会、（一社）日本建築学会、（一社）日本インテリアプ

ランナー協会、（公財）日本デザイン振興会、（公社）日本建築士連合会、（一社）日本建築士事

務所協会連合会の後援を受け、木材の新しい用途の普及と木材利用の拡大を図るために全国規模で

開催しているものであり、例年数百件にのぼる応募作品があります。 

当コンクールの趣旨は、木材の利用を広め、豊かな暮らしや社会の実現に寄与することにありま

す。伝統的な素材である木材は、四季の変化に富む日本の風土に適した材料として古くから私達の

生活に密接しており、地球環境の保全や健康的で心地よい生活環境をつくり出す一助として大きく

寄与しております。このような日本の自然が育んだこの素晴らしい木材の良さを、当コンクールを

通じて多くの人々に知っていただく端緒となれば幸いと願っている次第です。 

木の素材としての素晴らしさに共感していただける、もしくは環境保全に積極的に取り組んで居

られる皆様におかれましては、当コンクールの趣旨にご賛同をいただき、ご協賛を賜りますようお

願い申し上げます。 

謹 白 

記 

協 賛 金    1 口 ２万円以上 

お申込方法   別紙の「協賛申込書」に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込み願います。 

問合せ先    日本木材青壮年団体連合会 木材活用委員会 委員長  渡辺 健人 

Tel 03-3521-6121（高広木材㈱内）  携帯 070-2637-2760 

E-mail：kento@takahiro-mokuzai.co.jp 

お申込先    日本木材青壮年団体連合会 事務局   Fax 03-5620-4809 

その他     ご協賛いただきましたご芳名（企業名、団体名、個人名）は、当コンクールの 

表彰式を行う日本木材青壮年団体連合会第６８回全国会員高知大会の記念誌に

明記させて頂くと共に、全国約８００名の会員広報誌である「ウッディレタ

ー」へ企業名の掲載をさせて頂きます。 

以上 

 

019
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日本木材青壮年団体連合会 

第２６回 木材活用コンクール 協賛申込書 

 

コンクールの趣旨に賛同し、下記の通り協賛いたします。 

 

FAX （０３）５６２０－４８０９ 

日本木材青壮年団体連合会 事務局 宛 

令和   年   月   日 

 

 

◆ 申込者 

（住所又は所在地） 

 

（名称） 

 

（代表者名）                                  

 

◆ 連絡先 （請求書送付先） 

（担当部署名） 

 

（担当者氏名） 

 

（電話番号）             （ＦＡＸ）                

 

 

 

 

◆ 金 額     金            円  （１口 ２万円 ×     口） 

 

◆ 反社会的勢力排除に関するご確認 

下記内容についてお約束頂ける方は、□内に✔をご記入ください。 
 

□(当社、当団体、私)は反社会的勢力に関係していない事をここに誓約いたします。 

 

 

◇ お手数ですが、申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸにてお申込み下さい。 

◇ お申込みを受付ましたら、上記の連絡先（請求書送付先）に請求書を送付させていただきます。 

020
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部会各種承認願 
（ 新規 ・ 更新 ・ 変更 ・ 休止 ・ 廃止 ） 

 
提出日：令和 4 年 3 月 5 日 

提出者 役職名 会長補佐 氏 名 谷地 譲 

部会名称 社団法人化協議特別部会 

活動内容 
（主旨） 

任意団体では解決できない課題を解決し、また継続的に次代の木材業

界をリードしていく人財を育成し、木材業界の新たな価値創造をして

いく事を目的とし、次年度以降も社団法人化取得に向けた議論を継続

的に行う。 

経緯 

当会が設立されて 65 年を迎えようとする現在、任意団体としての

活動では各事業をおこなう際に活動の制約がなされる部分があった

り、すべての責任が会長個人へ帰結することであったり、全国規模の

団体としてのスケールメリットを十分に生かしきれていないことな

ど改題が多くあります。 
また、昨年 4 月からの法人化の議論を通じて、多くの方々より、決

議を諮るにはより詳しい情報と、検証を行うことが必要との意見が出

ております。 

事業概要 
・地区協議会や会員会団等への出向いての説明会の開催 
・コンプライアンスに則った諸規定等の編集・作成 
・その他必要な活動 

代表者 亀山武弘（宮城県会団） 

部会メンバー 代表者による指名を受けた者で 10 名程度とする。 

対象者 日本木青連現役会員 

日本木材青壮年団体連合会 

027
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第 26 回 木材活用コンクール 

  主催：日本木材青壮年団体連合会 

 後援：農林水産省、国土交通省、公益財団法人日本住宅・木材技術センター 

一般社団法人 全国木材組合連合会、公益社団法人 日本建築家協会、一般社団法人 日本建築学会 

一般社団法人 日本インテリアプランナー協会、公益財団法人 日本デザイン振興会 

公益社団法人 日本建築士会連合会、一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会  

 

 

趣 旨 

日本は世界有数の森林国であり、国土の７割が森林です。そこから生み出される木材は、古の時代から四季の変化に

富む日本の風土に適した材料として生活に密接しており、生活空間の中には常に木との触れ合いがありました。そして長

い間木材を有効に活用してきたことで、我が国には多種多様な木の文化が育まれました。また森林には、渇水や洪水を

緩和し良質な水を育む水源のかん養機能、山地災害の防止機能、二酸化炭素の吸収・貯蔵や騒音・飛砂防止などの生

活環境保全機能等、多面的な機能があります。再生産可能な資源である木材を上手く利用し、森を循環させることで豊か

な自然環境を守るという先人から受け継いだ伝統と文化を次世代に繋いでいくことが必要だと考えます。 

当コンクールは木材の新たな利用、普及の可能性をさぐり、木材業界の活性化に寄与することを目的として平成９年に

創設され、本年で第 26 回目を迎えます。 

木材自給率の向上を目的とする「公共建築物等木材利用促進法」が施工されてから 11 年が経過し、全国各地で数多

くの木造建築物が建てられるようになりました。新しい木質材料や技術工法も次々と開発され、また木造建築における法

制度の緩和等が進み、さらなる普及が期待されています。 

日本木材青壮年団体連合会は、令和4年度スローガンとして「ともに」 ～同志と共に築く未来へ繋ぐ木青連の輪～ を

掲げ、様々な啓発活動を行っております。木の伝統と文化を次世代へ繋ぐため「木の良さ」を活かした作品や、従来には

ない新しい木材の利用や見せ方、工法などを用いた「木材の新たな可能性」を追求する作品を、４つの部門を設

けて募集し、木材の良さの普及と木材の利用用途の拡大に貢献する優秀な作品を表彰いたします。全国各地から沢

山のご応募をお待ちしております。 

１．募 集 部 門

第１部門   木造及び混構造建築（構造物）300 ㎡超え 

第２部門   木造及び混構造建築（構造物）300 ㎡以下 

第３部門   木質空間（インテリア・エクステリアの木質化）                             

※第 1 部門と第 2 部門の基準となる面積は「延床面積」です 

第４部門   クリエイティブユース（１～３部門以外の創造的

木材活用事例<ランドスケープ・インスタレーシ

ョン・家具・木製品など>） 

※「一般住宅」は第２部門で応募ください 

２．審 査 基 準  

 応募される資料を対象に、下記の項目を考慮して審査いたします。 

●木の良さが活かされているもの。 

●木材の新しい用途の普及に寄与するもの。 

●建築物の木造化、木質化に波及効果があるもの。 

●木材の利用を通じて豊かな暮らしや社会を実現するもの。 

●木材の地球環境貢献効果が情報発信されているもの。 

●SDGs の考えに則っているもの。

 

 

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。 

日本木材青壮年団体連合会 
 

（案） 
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３．応 募 条 件  

（第１部門～第３部門） 建設・設置地域は国内とし、平成 31 年１月１日から令和 4 年末までに完成したもの。 

（第４部門） 令和 4 年末までにユーザーが購入または利用できるもの。 

４．応 募 資 格  

応募物件の設計者、施工者、建築主、またそれらの合同。及び応募作品のデザイン事業者、生産者、販売者。ただし、相互に了解を

得ていること。また、連名での応募も可能です。 

５．審 査 委 員 会  

審査委員長 

審査委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深尾 精一 

有馬 孝禮 

加藤 昌之 

古久保 英嗣 

霜野 隆 

松井 郁夫 

藤田 香織 

土居 隆行 

前田 亮 

川井 博貴 

砂田 雄太郎 

首都大学東京（現東京都立大学）名誉教授 

東京大学 名誉教授 

株式会社 加藤設計 代表取締役 

公益財団法人 日本住宅・木材技術センター 理事長 

一般社団法人 日本インテリアプランナー協会 顧問 

株式会社 松井郁夫建築設計事務所 代表取締役 

東京大学大学院 教授 

林野庁 木材産業課 木材製品技術室長 

国土交通省 住宅局 住宅生産課 木造住宅振興室長 

日本木材青壮年団体連合会 会長 

日本木材青壮年団体連合会 副会長 

６．表 彰 

● 最優秀賞 

● 優秀賞 

 

 

● 特別賞 

 

2 作品 

5 作品 

 

 

1 作品 

 

農林水産大臣賞   国土交通大臣賞 

林野庁長官賞 

公益財団法人日本住宅・木材技術センター理事長賞、一般社団法人全国木材組合連合会会長賞 

一般社団法人日本インテリアプランナー協会賞、日本木材青壮年団体連合会会長賞 

木材共生賞

● その他に、部門賞数点、木材活用賞などを加え、約 20 点を予定。 又、日本木材青壮年団体連合会会員賞として「木質開拓賞」を

選定いたします。 

● 受賞者には各賞とも賞状を授与します。 

７．注 意 事 項 

● 応募作品は返却できませんので、あらかじめご了承ください。 

● 第三者の著作権、工業所有権、知的財産権を侵害すると判断されたものは、受賞結果発表後でも受賞を取り消すことがあります。 

● 応募作品の発表に関する権利は主催者側が保有します。（但し、当コンクールが継続的に開催されている場合に限ります。） 

● 応募者の個人情報は、厳重に管理し、運営上の連絡や資料等の発送のためのみに利用します。 

● 応募書類の仕様書審査については応募内容が真正なことを前提に行います。 

● 受賞作品の所在地を作品広報のために木材活用コンクール公式サイト(https://mokusei.net/mkc/)に掲載させていただきます。

（なお、一般住宅や、所在地を公表する事で個人のプライバシーを侵害する可能性のある作品の所在地掲載はいたしません。） 

● 応募作品について、「日本木青連 木づかい CO2固定量 勝手に認証プロジェクト」(https://www.mokuseiren.jp/co2/)による 

CO2固定量計算を行い、同ページ上にて公開することがあります。※対象作品は主催者側にて選定いたします。 

お問合せ先  

   日本木材青壮年団体連合会 木材活用コンクール事務局  担当 木材活用委員長 渡辺 健人 

    〒135-0041 東京都江東区冬木 6－14  飯沼ビル 102 

Tel 03-5620-4806  Fax 03-5620-4809  E メール: mkc@mokusei.net 
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応募について 

＜応募方法＞ 

日本木材青壮年団体連合会ホームページ内、木材活用コンクール公式サイト(https://www.mokusei.net/mkc)から応募してください。 

＜手順＞ 

Ⅰ．事前準備 

応募登録を始める前に上記木材活用コンクール公式サイトからダウンロードした「応募用紙」（Excel）に必要事項を記入したファイル

と「作品データ」（PDF）を用意してください。 

■「応募用紙」(Excel ファイル)について： 

  ・所定の申込み専用用紙をダウンロードしていただき、必要事項を記入したものとします。 

  ・応募用紙の記入については、記入例をご参照ください。 

■「作品データ」（PDF ファイル）について： 

・自由フォーマットとしますが、作品名称、図面（建築物の場合は平面図、断面図を必ず載せてください）、 写真、主旨説明文

（600 字以内）を、A２サイズ（420ｍｍ×594ｍｍ、横置き）1 枚に構成したものとします。 

・データ容量は 10Ｍバイト以内とします。 

 

※PDF ファイルはパソコンでの予備審査、及びプロジェクターでの最終審査に使用します。 

※PDF データ作製にあたり、必ず、画面の拡大・縮小を行なっても文字データが読める形式で作製をお願いします。 

※使用木材について、できるだけ詳しく記載してください（材種、寸法、JAS 製品、合法木材、地域認証材など）。 

※審査の公平を期すため、作品データ内、応募用紙の主旨説明文等に応募者が特定できる情報の記載はご遠慮ください。 

Ex)社名、屋号、ロゴ等 

 
Ⅱ．応募登録  

上記木材活用コンクールのページから「応募登録ページへ」をクリックし、「応募登録」ページへ移動してください。「応募登録」ペー

ジにて必要事項を入力し、「応募用紙」(Excel)及び「作品データ」（PDF）をアップロード後、「確認」ボタンをクリックしてください。 

正常に登録完了すると、「応募情報受付画面」が表示されます。以上で応募登録は完了です。 

※登録を中止する場合は、【キャンセル】ボタンをクリックし、登録作業を中止してウィンドウを閉じてください。 

Ⅲ．登録受付通知メール 

応募登録が完了すると、ご登録いただいたメールアドレス宛に登録通知メールが届きます。 

※応募受付通知メールが届かない場合は、お手数ですが事務局にお問い合わせください。 

※応募受付メールは重要ですので削除せず大切に保管してください。 

Ⅳ．応募者専用ページについて 

登録受付通知メールに記載されていた応募者専用ページにアクセスし、ＩＤ、パスワードを入力してログインします。ここでは応募登

録いただいた内容の確認や修正が可能です。※変更できない項目もあります。 

● 募集期間  令和 4 年 12 月 1 日～令和 5 年１月 15 日 

※1 月 15 日当日送信まで有効 

＜結果発表＞ 

● 日本木材青壮年団体連合会ホームページ内 木材活用コンクール 公式サイト(https://www.mokusei.net/mkc) 

● 日本木材青壮年団体連合会 WEB 広報誌「ウッディレター」 

● 各種建築住宅雑誌掲載（予定） 

● その他 

 

＜表彰式＞ 

● 表彰式は、令和 5 年 6 月 3 日(土) 日本木材青壮年団体連合会 第 68 回全国会員高知大会にて行います。 

※受賞者には詳細を令和 5 年 4 月中旬までにお知らせします。 

※受賞作品は事務局で印刷し A2 サイズのパネルを作成します。  

  ただし、データ解像度の内容によっては、新たに印刷用のデータを提出していただく場合もございます。 

※今後の新型コロナウイルス感染症問題の動向によっては『表彰式を中止』させて頂く場合がございます。予めご了承ください。 
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コンク→レ
主催1日本木材青壮年団体連合会

後援1国土交通省農林水産省 一般社団法人全国木材組合連合会 一般社団法人日本インテリア

プランナー協会 一般社団法人日本建築学 一般社団法人日本建築士事務所協会連合会公益財団法人

日本デザイン振興会 公益財団法人日本住宅 ・ 木材技術センタ ー 公益社団法人日本建築家協会

公益社団法人日本建築士会連合会

協貿I 一般社団法人」BN ・ 全国工務店協会JKホールデイングス株式会社
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募集部門 審査基準

第 1 部門 木造及び混構造建築（構造物） 300rri超え 応募される資料を対象に、下記の項目を考慮して判定します

第2部門 木造及び混構造建築（構造物） 300111以下

第3部門 木質空間（インテリア ・ エクステリアの木質化）

第4部門 クリエイティプユース（ぷ誤黙思唸翌巴想討屯贔立〉）
※第1部門と第2部門の区分基準となる面積は「延床面積」です※「一般住宅」は第2部門で応募ください

応募条件

•第1部門～第3部門
建設 ・設置地域は国内とし、平成31年1月1日から令和4年末まで

に完成したもの

•第4部門
令和4年末までにユー ザーが購入または利用できるもの

審査委員会（敬称略）

審査委員長

深尾精一 首都大学東京（現東京都立大学）名誉教授

審査委員

有馬孝襦 東京大学名誉教授

加藤昌之 株式会社加藤設計代表取締役

古久保英嗣 公益財団法人日本住宅・木材技術センタ ー 理事長

霜野隆 一般社団法人日本インテリアプランナ ー協会顧問

松井郁夫 株式会社松井郁夫建築設計事務所代表取締役

藤田香織 東京大学大学院教授

土居隆行 林野庁木材産業課木材製品技術室長

前田亮 国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室長

川井博貴 日本木材青壮年団体連合会会長

砂田雄太郎 日本木材青壮年団体連合会副会長

応募方法

日本木材青壮年団体連合会ホ ー ムページ内、 木材活用コンクール公式サイト
(https://mokusei.net/mkc/）から応募してください。
く手順＞

( 1) 事前準備
・応募登録を始める前に上記木材活用コンクール公式サイトからダウンロ ー

ドした「応募用紙」 (Excel) に必要事項を記入したファイルと「作品デー タ」
(PDF)を用意してください。
■ 「応募用紙」 (Excelファイル）について
・ 所定の申込み専用用紙をダウンロー ドしていただき、 必要事項を記入した
ものとします。
・応募用紙の記入については、記入例ご参照ください。
■ 「作品デー タ」( P D Fファイル）について
・ 自由フォ ー マットとしますが、作品名称、図面（建築物の場合は平面図、断面
図を必ず戟せてください）、写真、 主旨説明文(6 0 0字以内）を、A2サイズ
(420mmX594mm、横置き）1枚に構成したものとします。 ・ デー タ容
量は10 Mバイト以内とします。

※PDFファイルはパソコンでの予備審査、 及びプロジェクター での最終審査
に使用します。※PDFデー タ作製にあたり、必ず、画面の拡大 ・ 縮小を行なっ
ても文字デー タが読める形式で作製をお願いします。※使用木材について、
できるだけ詳しく記載してください。（材種、寸法、JAS製品、合法木材、地域認
証材など）※審査の公平を期すため、作品デー タ内、応募用紙の主旨説明文等
に応募者が特定できる情報の記載はご遠慮ください。Ex)社名、屋号、ロゴ等
(2) 応募登録
上記木材活用コンクールのペ ージから 「応募登録ペ ージヘ」 をクリックし、

「応募登録」ペ ージヘ移動してください。 「応募登録」ペ ージにて必要事項を入
力し、「応募用紙」(Excel)及び「作品デー タ」(PDF)をアップロ ー ド後、「確認」ポ
タンをクリックしてください。正常に登録完了すると、 「応募情報受付画面」
が表示されます。以上で応募登録は完了です。

・木の良さが活かされているもの

・木材の新しい用途の普及に寄与するもの

・建築物の木造化、木質化に波及効果があるもの

・ 木材の利用を通じて豊かな暮らしや社会を実現するもの

・ 木材の地球環境貢献効果が情報発信されているもの

応募資格

応募物件の設計者、施工者、 建築主、またそれらの合同。及び応募

作品のデザイン事業者、生産者、販売者。ただし、相互に了解を得

ていること 。また、連名での応募も可能です。

表彰

最優秀賞(2作品）農林水産大臣賞 国土交通大臣賞

優秀賞( 5作品）林野庁長官賞、公益財団法人日本住宅 ・ 木材技術センター

理事長賞、一般社団法人全国木材組合連合会会長賞、一般社団法人日本イン
テリアプランナー協会賞、日本木材青壮年団体連合会会長賞

特別賞(1作品）木材共生賞

・部門賞数点、木材活用賞、日本木材青壮年団体連合会会員賞などを加え、約20点を予定
しています。 ・受賞者には各賞とも賞状を授与します。

注意事項応募作品は返却できませんので、 あらかじめご了承ください。 第三者の著作権、 工業所有権、 知的財
産権を侵害すると判断されたものは受賞結果発表後であっても受賞を取り消すことがあります。 応募作品の発
表に関する権利は主催者側が保有します。 応寡者の個人情報は、厳霊に管理し、 運営上の連絡や資料等の発
送のためのみに利用します。 応募苔類の仕様苔審査については応募内容が真正なことを前提に行います。 受
貨作品の所在地を作品広報のために木材活用コンクール公式サイ1-(http://www.mokusei.net/mkc)に掲
載させていただきます（なお、 一般住宅や、所在地を公表する事で個人のプライパシーを侵害する可能性のある
作品の所在地掲戟はいたしません） 。 応募作品について、 「日本木青連木づかいCO2固定量勝手に認証プロ
ジェクト」(https://www.mokuseiren.jp/co2/）によるCO2固定量計算を行い、同ページ上にて公開すること
があります。※対象作品は主催者側にて選定いたします

※登録を中止する場合は、【キャンセル】ボタンをクリックし、 登録作業を中
止してウィンドウを閉じてください。
(3) 登録受付通知メ ール
応募登録が完了すると、 ご登録いただいたメ ールアドレス宛に登録通知メ ー

ルが届きます。
※応募受付通知メ ールが届かない場合は、 お手数ですが事務局にお問い合わ
せください。
※応募受付メ ールは重要ですので削除せず大切に保管してください。
(4 ) 応募者専用ペ ージについて
登録受付通知メ ールに 記載されていた応募者専用ペ ー ジにアクセスし、1
D、 パスワ ー ドを入力してログイ ンします。ここでは応募登録いただいた内
容の確認や修正が可能です。

※変更できない項目もあります。

募集闊閻※1月15日当日送信まで有効

令和4年12月1日～令和5年1月15日

結果発表
・ 木材活用コンクール 公式サイト https://mokusei.net/mkc/ 
・ 日本木材青壮年団体連合会WEB広報誌「ウッディレ ター 」
•各種建築住宅雑誌掲載 （予定） •その他

表彰式
表彰式は、令和4年5月28日（土） 日本木材青壮年団体連合会第67回全国
会員北海道大会にて行います。
※受賞者には詳細を令和4年4月中旬までにお知らせします。※受賞作品は事務局で印刷し
A2サイズのバネルを作成します。ただし、データ解像度の内容によっては、新たに印刷用のデ
ータを提出していただく場合もございます。※今後の新型コロナウイルス感染症問題の動向に
よっては『表彰式を中止』させて頂く場合がございます。予めご了承ください。

日本木材青壮年団体連合会木材活用コンク ール事務局担当：木材活用委員長渡辺健人
〒135-0041東京都江東区冬木6-14飯沼ビル102 TEL : 03(5620)4806 FAX : 03(5620)4809 MAIL : mkc@mokusei.net 
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令和４年度 日本木材青壮年団体連合会 

計画議案書 

      会議開催日： 令和４年 5 月 27 日 

協議 審議 予算書    担当副会長 専務 総務委員長 

○ ○ 有    寺見 寺見 佐藤 

         

委員会名（役職名） 全国大会実行委員会 SDGs 対象目標番号 

委員長名（氏名） 笹岡 輝久  

 担当副会長名 寺見 良太 

 

議案名 

（事業名称） 
登録料 及び 予算書 

外部協力者 

協力の種類 
第 68 回全国会員高知大会開催時の講演者及び関係団体 

主旨 

※背景・目的を簡潔

に記載してください 

【背景】全国会員大会は日ごろの活動の成果を発表しあうとともに会員相互の親睦と啓発を目的とし

て毎年開催されています。本年度も過去から未来へと続く日本木青連活動の 1 つの節目として開催

します。 

 

【目的】全国会員高知大会は令和 4 年度の集大成として本年度実施した事業・活動の成果を全国の

会員や参加者に発表する。また大会 PR を全国各地で行い、大会当日には各地区・会団の交流なら

びに各会員の交流を通じて木材業界の発展と活性化を図る。 

 

 

事業概要 

 

※場所・参加員数計

画・実施組織・目的

達成のための手法・

事業実施までのスケ

ジュール等なるべく

詳細に記載してくだ

さい 

日時  令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 6 月 3 日（全国大会予定日） 

令和 4 年度の集大成の場として高知県高知市にて今年度の各委員会の事業成果の発表や、各種コ

ンクールの表彰を行うとともに、会員同士の交流の場・相互の啓発につながる大会作りを目指しま

す。 

 

□大会スローガン 

～時は今こそ木材の新時代 「ともに」みんなで木材界の明日を拓こうぜよ！～  

□大会開催予定日 

・理事会、前夜祭  2023 年 6 月 2 日（金） 

・式典、大懇親会  2023 年 6 月 3 日（土） 

□大会開催予定地 

・理事会、前夜祭 ホテル日航旭ロイヤル（高知市） 

・式典        高知県立県民文化ホール（高知市） 

・大懇親会     ザ・クラウンパレス新阪急高知（高知市） 

□各登録料 

・前夜祭登録料 12,000 円 

・大会登録料   15,000 円 

・WEB 登録     5,000 円（WEB 併催となった場合） 
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＊予算書へ   ＊参考資料へ 

協議のポイント 

※特に協議や意見が欲しい

ことについて箇条書きにて記

載してください 

・前夜祭登録料および大会登録料について 

・予算について 

前回までの 

意見と対応 

日付 要旨 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

  
 
 

  
 
 

  
 
 

 

審議事項 
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〔支出明細書〕

審議事項

支出合計（Ｂ） 14,400,000¥                   

差額（Ａ）－（Ｂ） -¥                                

総務費 1,100,000¥ 
予備費 300,000¥ 

大懇親会費用 会場・飲食・アトラクション等 2,000,000¥ 
広告費 大会記念誌・PR動画等 3,000,000¥ 

前夜祭費用 会場・飲食・アトラクション等 2,000,000¥ 
式典費用 式典会場・展示会場・講演会等 3,500,000¥ 

委員会活動費 委員会活動・大会PR活動費 1,000,000¥ 
各種会場費用 理事会・常任理事会・総会等 1,500,000¥ 

収入合計（Ａ） 14,400,000¥                   

科　目 摘　要（支出先） 金　額

広告協賛費 6,000,000¥ 

大会登録料 15,000円×250名 3,750,000¥ 
WEB登録料 5,000円×250名 1,250,000¥ 

事業費繰入金 一般会計事業「全国大会実行委員会」予算より 1,000,000¥ 
前夜祭登録料 12,000円×200名 2,400,000¥ 

議案名
（事業名称）

第68回全国会員高知大会　登録料及び予算書

〔収入明細書〕　

科　目 摘　要 　金　額

日本木材青壮年団体連合会　令和4年度

事業予算書
 会議開催日： 令和4年5月27日

委員会名（役職名） 全国大会実行委員会　
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〔支出明細書〕

審議事項

支出合計（Ｂ） 16,900,000¥                   

差額（Ａ）－（Ｂ） -¥                                

総務費 1,400,000¥ 
予備費 500,000¥ 

大懇親会費用 会場・飲食・アトラクション等 4,000,000¥ 
広告費 大会記念誌・PR動画等 3,000,000¥ 

前夜祭費用 会場・飲食・アトラクション等 2,000,000¥ 
式典費用 式典会場・展示会場・講演会等 3,500,000¥ 

委員会活動費 委員会活動・大会PR活動費 1,000,000¥ 
各種会場費用 理事会・常任理事会・総会等 1,500,000¥ 

収入合計（Ａ） 16,900,000¥                   

科　目 摘　要（支出先） 金　額

大会登録料 15,000円×500名 7,500,000¥ 
広告協賛費 6,000,000¥ 

事業費繰入金 一般会計事業「全国大会実行委員会」予算より 1,000,000¥ 
前夜祭登録料 12,000円×250名 2,400,000¥ 

議案名
（事業名称）

第68回全国会員高知大会　登録料及び予算書

〔収入明細書〕　

科　目 摘　要 　金　額

日本木材青壮年団体連合会　令和4年度

事業予算書
 会議開催日： 令和4年5月27日

委員会名（役職名） 全国大会実行委員会　
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日本木材青壮年団体連合会 

 
第 68 回全国会員高知大会 大会スローガン趣意書 

 
【大会スローガン】 

 

時は今こそ木材の新時代  

「ともに」みんなで木材界の明日を拓こうぜよ！ 

 
 

 高知県は太平洋に面しており海の国のイメージが強いですが、県の面積に対

する森林率は 84％で全国トップ、人工林率も 65％で全国 2 位と森の国でもあ

ります。このような林産地から今回で 68 回目になる全国会員大会を開催で

き、木材界の明日を発信できることを大変有意義に感じております。 
 今年度の川井会長のスローガン、「ともに」から上記のような大会スローガ

ンにさせて頂きました。郷土の幕末の志士、坂本龍馬が理想の未来を描き、時

代を切り拓いたように、ここ高知で会員の皆様と共に業界を想い、木材を語

り、将来へ繋げていけるような大会にしたいと考えております。 
 高知では初の開催ということもありますが中四国地区会員が一丸となり準備

を進め、令和 4 年度の委員会が実施してきた事業活動の成果発表、各種コンク

ールの表彰式を開催するとともに、全国の会員の皆様と交流を深め、令和 4 年

度集大成の大会にしたいと思っております。 
 

令和 4 年度大会実行委員会 
委員長 笹岡 輝久 
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趣 意 書 
 
□日本木材青壮年団体連合会（日本木青連） 
 日本全国の林業・木材業界の青年経営者及び従事者で組織してます日本木材青壮年団体

連合会（以下、日本木青連）は昭和 31 年度に発足し、北は北海道より南は沖縄まで全国を

8 つのブロックとして 45 会団からなる全国組織であります。 
 業界内外との交流と親睦を通じ、相互の啓発、知識、品位の向上を計り、合わせて林業・

木材業に関する社会的な普及啓発活動などを行うことによって木材産業の近代化と社会に

貢献することを目的とする団体で、令和 4 年度は約 800 名の会員で構成されております。 
 また、令和 4 年度のスローガンを『「ともに」～同志と共に築く未来へ繋ぐ木青連の輪～』

とし、各会員間だけでなく、各地区や各委員会、木材業界全体の連携を強化し、新しいこと

に挑戦し、木青連の輪を広げていく活動に取り組みます。 
 
＊日本木青連 顧問     元衆議院議長                           大島 理森氏 
             （公財）日本住宅・木材技術センター理事長 古久保 英嗣氏 
                            東京大学名誉教授            有馬 孝禮氏 
□日本木青連 全国会員高知大会 
 上記 8 ブロックにおける日本木青連のブロックの１つとして日本木青連中四国地区協議

会があります。 
 この度、第 68 回日本木青連全国会員高知大会は 6 月 2 日（金）～3 日（土）に高知県高

知市で開催されることになり、中四国地区協議会が主管し、高知県青年林材協会が副主管す

る運びとなりました。この大会を全国の会員が一堂に会して明日の業界を語り、業界振興・

業界発展・木材需要拡大への効果的な話し合いの場として一歩でも前進するべく、また木材

の利活用を通じて社会貢献へ寄与できるような場にすべく準備を進めている次第です。 
 今大会は参加人員 500 余人を予定し、『～時は今こそ木材の新時代 「ともに」みんなで

木材界の明日を拓こうぜよ！～』を大会スローガンに実施してきた事業・活動の成果を全国

の会員や参加者と共有し、会員相互の連携と啓発をより深化させ、式典及び記念講演を中心

に活気溢れる大会を目指しております。 
 この大会期間に前後して、今大会参加及び地元企業訪問・観光等、県外より多くの方が来

県されることで地域振興にも多くの効果が期待されます。つきましては本大会主旨へのご

理解を頂き、開催に際し諸事情をご賢察賜りまして、ご支援ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 
日本木材青壮年団体連合会 

令和 4 年度会長 川井 博貴 
日本木材青壮年団体連合会 HP http://www.mokuseiren.jp/ 
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大 会 概 要 
 
 

□大会名称         日本木材青壮年団体連合会 
              第 68 回全国会員高知大会 
 
□大会期日         令和 5 年 6 月 2 日（金）から 
              令和 5 年 6 月 3 日（土）まで 
 
□開催場所         各理事会等：ホテル日航旭ロイヤル 
               大会式典：高知県立県民文化ホール 
 
□主催機関         日本木材青壮年団体連合会 
              令和 4 年度会長 川井 博貴 
 
□主管機関         日本木材青壮年団体連合会 中四国地区協議会  
              令和 4 年度会長 田丸 昌平 
 
□副主管機関        高知県青年林材協会 
              令和 4 年度会長 大原 悠延 
 
□大会実施担当主体     日本木材青壮年団体連合会 全国大会実行委員会 
              令和 4 年度委員長 笹岡 輝久 
 
□大会スケジュール（予定） 6 月 2 日（金）於 ホテル日航旭ロイヤル  
               9:30～11:00 令和 5 年度常任理事会 
              11:30～12:00 令和 4 年度常任理事会 
              12:30～13:30 令和 4 年度理事会 
              13:45～15:45 令和 5 年度理事会 
              16:00～16:30 第 134 回通常総会 
              17:00～18:00 各委員会 
               
              6 月 3 日（土）於 高知県立県民文化ホール 
                            11:30～13:30 大会受付 
              13:30～16:00 大会式典 
              16:15～17:30 記念講演 
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令和４年度 日本木材青壮年団体連合会 

計画議案書 

      会議開催日： 令和４年 5 月 27 日 

協議 審議 予算書    会長補佐 専務 総務委員長 

○ 〇 無    三渡 寺見 佐藤 

         

事業名 日本木青連意見集約事業 SDGs 対象目標番号 

委員長名（氏名） 三渡保典  

 担当副会長名 中岡昌三 

 

議案名 

（事業名称） 
日本木青連意見集約事業 

外部協力者 

協力の種類 
林野庁 木材利用班など 

主旨  

【背景】木青連には約 800 名の会員が在籍しています。木材業界において会員数の多い木 青

連は様々な知識や情報が集約でき、スケールメリットを得ることができます。しかし、 会員の多

くはそのメリットを活かしきれていないのも現状であります。（会長所信より抜粋） 

日本木青連役員・地区役員・各地会員ごとに参加意識の差があるという仮説をたて、要因を探ること

で課題と対策を立てる必要がある。 

【目的】会員の参加意識の向上を図り、将来への提言をすることで、木材業界のさらなる発展を促

し、より良い社会を建設すること。 
 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要  

日時  令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日 

Google フォームにて一斉アンケート調査を行い分析し、下記 3 点を作成、提出する。 

イ） 会員の参加意識向上のための施策提言書。（日木・地区・会団） 

ロ）将来日本木青連で行うべき事業等の提言書。（日木） 

ハ）会員拡大施策の提言書。（日木・地区・会団） 

 

タイムスケジュール 

（P）4 月 8 日常任理事会 

4 月 16 日理事会：設問作成の為の意見集約（地区長・会団長より） 

（D）5 月末：       アンケート設問（案）をまとめる。林野庁との意見交換。 

（C）9 月 17 日理事会：アンケート設問審議承認のちアンケート実施、統計分析、取りまとめ。 

（A）10 月末：       上記施策提言書（案）をまとめる。 

1 月 14 日理事会：審議承認。 

3 月 14 日理事会：フィードバック講習（対象者：次年度常任理事・理事）及び資料送付並びに木

青ネットアップ。 

※ポイント① 

アンケート設問（案）、施策提言（案）をあえて理事会審議対象にすることで、正式な日本木青連の資

料となり、閲覧者がより参考にし易い提言書とする。 

承認済参考資料 
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※ポイント② 

・提言書は単年度制である日本木青連や地区協議会、会団が年度ごとに事業構築する際、背景な

どを考察するための統計上の根拠であって、個別具体的な施策をあげて押し付けるものではない。

主体的（○○だろう的）な事業構築から、客観的（○○だから）な事業構築をしてもらうための資料と

位置付ける。 

＊予算書なし  ＊参考資料なし 

協議のポイント 

※特に協議や意見が欲しい

ことについて箇条書きにて記

載してください 

①本事業計画書は 3 月理事予定者会議にて承認されたので、今回は参考資料として掲載する。 

②常任理事経験者・理事経験者・その他会員に対して 3 種類のアンケートを用意しました。理由は複

雑かつ長文化しないことで、記入しやすく、分析しやすくするため。また、段階に応じた個別の設問が

あるからです。 

③上記３つの提言書を作るためのアンケートです。趣旨に合ってるか、また、追記すべき設問などが

ないか、協議ですので忌憚のない意見を頂きたい。 

前回までの 

意見と対応 

日付 要旨 

2022/01/15 
第 2 回常任理事予
定者会議 
 

意見 1：アンケートについては理事会審議いらないのでは？ 
対応 1：より広くご意見が頂きたいのと、アンケートが提言書の根拠となるので審議対象としたい。 
 

2022/01/15 
第 2 回常任理事予
定者会議 
 

意見 2：施策提言書を義務化すると例年社会情勢が変わる中で柔軟な事業が出来なくなるのでは？ 
対応 2：ポイント②を追加しました。 
 

‘2022/02/25 
第 3 回常任理事予
定者会議 

意見 特になし。 質問のみ。 
 
 

  
 
 

  
 
 

 

審議事項 
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関 係 各 位  様 

 

 

令和４年度 

木材ＰＲ趣意書 
 

 

 昨今、再生可能な生物資源である木材の活用が見直され、「木を大切に育てる時代」から「木を使う時代」へと

移りつつあり、多くの人たちが木の有効活用に注目し、これまで木造化が進まなかった公共建築物等をはじめ非

住宅分野の木造化など，新たな木材需要を創出する可能性が出てきています。 

 また、近年先進国や日本が積極的に取り組んでいます、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、国連サミットに

おいて採択され、持続可能な世界を実現するための 17のゴール・169のターゲットから構成されています。その

中でも森林分野ではＳＤＧｓの 17の目標のうち、14の目標の達成に貢献できるといわれており、「森林づくり・

木づかい」の活動はまさに持続可能性に大きな影響力を持っていることがわかります。 

 そんな木への注目が高まる中、新型コロナウィルス感染症の影響で、世界規模で人・物の動きが止まり、経済

活動が大きく落ち込む厳しい一年となり、各種イベントによる木工教室等の活動方法を模索しながらの状況とな

りました。 

 そこで、我々長野県木青連は地球環境という視点から再生可能な資源である木の有効利用の大切さを「木づか

いの心」として子供から大人までおおくの方々にＰＲ活動を通し伝えていきたいと思います。未だに、「木の利

用」＝「木の伐採」＝「環境破壊」という図式を信じている人たちが多いことも事実です。正しい考え方を正し

く伝え、「木づかいの心」を多くの方に発信し、地球環境の保全と木材の有効利用をＰＲしていきたいと思いま

す。 

 木材業界に携わる全ての方々とともに、業界の次世代を担う若者として会員一同、不屈の精神と英知を結集し

て、木材ＰＲに努めたいと思います。何卒、ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

【スローガン】 

「 局 面 打 開 」 

 

【基本方針】 

１ この困難な状況を乗り越え、更なるステップのために一丸となり情熱を持って取り組もう 

２ 木の素晴らしさ、木の価値を様々な人々に発信していこう 
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令和４年度 

木材ＰＲ事業計画 
 

 

 私たち長野県木青連は、森林の育成から木材の生産・加工・流通までに携わる立場から、森林資源と木材関連

製品の役割が幅広く理解される機会をつくり、木材の重要拡大を図るため、本年度は下記の項目を重点に関係各

位の絶大なるご協力、ご指導を得ながら実施してまいる所存ですので、何卒この趣旨にご賛同いただき、特段の

ご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

 

 

  １．「木育事業」長野県児童・生徒木工工作コンクールの開催 

  ２．木工教室、森林林業教室の開催 

  ３．１０月８日「木の日」ＰＲ活動の実施 

  ４．ＰＲカレンダーの斡旋 

  ５．木青連だより等の発行 

  ６．ＷＥＢやＳＮＳを活用した会員内交流と情報発信 

  ７．各団体、会員、関係諸団体との交流 

  ８．組織内外にコミュニケーションを深め、ネットワークを広げる 

  ９．木青連ＯＢとの交流会の開催 

 

 

 

   令和４年７月 

長野県木材青壮年団体連合会 

令和４年度   会  長           田 村 紘 一 

ＰＲ活動担当副会長      宮 崎 淳 貴 

木工工作コンクール担当副会長      池 田   剛 

総務・財務担当副会長     由 井 正 宏 
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令和３年度 

木材ＰＲ事業報告 
令和４年３月３１日 

１． 収支決算書 

  【収入の部】 

項  目 金  額 

ＰＲ事業協賛金 

長野県補助事業 

ＰＲカレンダー斡旋手数料 

その他事業収入 

960,000 円    

1,050,000 円    

94,820 円    

163,500 円    

合  計 2,268,320 円    

 

  【支出の部】 

項  目 金  額 

長野県木工工作コンクール事業費 

会団ＰＲ事業費 

県ＰＲ事業費 

1,314,005 円    

186,000 円    

766,533 円    

事業運営費 1,782 円    

合  計 2,268,320 円    

 

２．事業報告 

  （１）長野県児童・生徒木工工作コンクールの開催 

  （２）親子木工教室等の開催 

  （３）森林教室等の開催 

  （４）１０月８日「木の日」ＰＲ活動の実施 

  （５）信州山の日、長野市農業フェア、カラマツフェス、国営アルプスあづみの公園イベント等への参加 

  （６）木材活用コンクールによる木の新たな需要の開拓 

  （７）ＰＲカレンダー等の斡旋 

  （８）木青連だよりの発行・配布 

  （９）ＷＥＢやＳＮＳを活用した会員内交流と情報発信 

  （10）県木連との合同で県議会農政林務委員会との懇談会への参加 

  （11）関係行政機関及び諸団体との連携強化 

 

 令和３年度は以上の事業を行ったことをご報告申し上げます。 

長野県木材青壮年団体連合会 

令和３年度   会  長           田 村 紘 一 

ＰＲ活動担当副会長      宮 崎 淳 貴 

木工工作コンクール担当副会長      池 田   剛 

総務・財務担当副会長     山 浦 豊 弘 
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（様式第１号）（第４、第８関係） 

 

木材関係事業 補助金交付申請書 

（木工体験活動支援事業） 
 

 

４木青連補第１号 

令和４年６月１３日 

 

 

長野県林務部長  殿 

 

 

                申請者 住    所 長野市岡田町 30‐16 

                    補助事業者名 長野県木材青壮年団体連合会 

                    代表者氏名    会 長  田 村 紘 一 

 

 

令和４年度において、木材関係事業（木工体験活動支援事業）を下記のとおり実施したいので、補助

金１，０５０，０００円を交付して下さい。 

 

記 

 

１ 事業の種類        木工体験活動支援事業（県域活動型） 

 

２ 事業の目的及び内容     インターネットや家庭用ゲーム機などの普及により自然素材を使った

遊びなどが衰退してきている中、木の文化を継承する子供達の心を育て

る意味でも木育事業の一環として「木工工作コンクール」や「木工教室」

等を開催し、子供たちが木に触れあい木を身近に感じ愛着を持ちながら

森林の大切さや役割等を一緒に学んでもらい、将来における県産材利用

者づくりに繋げる。 

 

３ 事業計画         別紙「事業計画書」のとおり 
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（別 紙） 

事 業 計 画 書 

 

１ 事業の種類 

  木工体験活動支援事業（県域活動型） 

 

２ 事業計画 

実施種目 事業内容 事業費 

事業費の内訳 工     期 

県費 

補助金 

自己 

資金 

 着手予定年

月日 

完了予定年

月日 

 

 

県域活動型 

 

 

別紙２の 

とおり 

 

円 

 

1,500,000 

円 

 

1,050,000 

円 

 

450,000 

円 

 

0 

 

交付決定 

の日 

 

令和 5年 

 3月 17日 

合 計  1,500,000 1,050,000 450,000 0   

 ※県費補助金は、事業費に補助率 4分の 3を乗じ、千円未満切り捨てた金額とする。 
 

３ 収支予算 

（１）収入                               (単位:円) 

区分 予算 決算 差引増減 備  考 

県費補助金 1,050,000    

自己資金 450,000    

そ の 他 0    

計 1,500,000    

 

（２）支出                               (単位:円) 

区分 予算 決算 差引増減 備  考 

賃 金 248,000   指導員賃金 

謝 金 27,900   指導員謝金 

旅 費 0    

需用費 975,580   
趣意書・賞状等印刷費、加工費、 

記念品代、コピー代等 

役務費 58,520   運搬費、郵送費等 

委託費 0    

使用料及び 

賃借料 
10,000   会場使用料等 

原材料費 180,000   材料費 

備品購入費 0    

計 1,500,000    

 

４ 事業完了予定年月日 

  令和５年３月１７日 
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（別紙２）（第５関係） 

 

事 業 内 容 書 （計 画） 

 

活動名 長野県木工工作コンクール・木工体験活動等 

主な活動場所 長野県下全域 

活動目的 

インターネットや家庭用ゲーム機などの普及により自然素材を使った遊

びなどが衰退してきている中、木の文化を継承する子供達の心を育てる意

味でも木育事業の一環として「木工工作コンクール」や「木工教室」等を

開催し、子供たちが木に触れあい木を身近に感じ愛着を持ちながら森林の

大切さや役割等を一緒に学んでもらい、将来における県産材利用者づくり

に繋げる。 

活動内容 

・県下の小学校・中学校及び特別支援学校の児童生徒を対象に「木工工作

コンクール」を開催し、優秀な木工作品については表彰展示等を行う。 

・県下各地において「木工教室」・「森林教室」などの木育教室を開催し、

森林の役割や木材の良さ及び利用方法等について将来を担う子供たちに

学んをでもらう。 

・県内各地域で行われる木育活動（木工教室）等を推進するため、地域材

利用に関する知識を有する指導員等の派遣を行う。 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴うイベント開催・参加等について 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、イベント等の開

催・参加について以下のとおり対策を行う。 

 ・風邪の症状や発熱のある方の参加は避け、「密」を回避する 

  ①換気 

  ②一定距離の確保 

  ③間近での会話を避ける等を必ず行うとともに、これまで同様にマス

ク着用、咳エチケット、手洗い、消毒や参加者の把握など感染拡大防止

策を徹底する。 

 以上を満たせない場合は原則、延期又は中止とする。 

 また、状況等変化に応じ検討を行い、迅速に対応をする。 

主な参加者 小中学校・特別支援学校の児童生徒、木工体験に興味を示す親子等 

参加人数 
子ども 約 5,500 人 、大人 約 300 人 

             計 約 5,800 人 

指導者 

（所属・属性） 
長野県木青連構成員及び他団体要望の者 

担当者 
長野県木材青壮年団体連合会 事務局  松本寿弘 

（TEL：026－226－1471） 
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（別紙）

１　支出の内訳
■木工教室開催・森林教室等 （単位：円）

区分 数量 単価 金額 積　算　基　礎
原材料費 75ｾｯﾄ×2回 ＠1,200 180,000 材料費（ミニイスキット）

小計 180,000
需用費 75ｾｯﾄ×2回 ＠200 30,000 加工費（ミニイスキット）

75枚×2回 ＠11 1,650 コピー代
2回 13,350 釘代等消耗品費

小計 45,000
役務費 2回 ＠10,000 20,000 運搬費等

小計 20,000
計 245,000

■指導員派遣等 （単位：円）
区分 数量 単価 金額 積　算　基　礎

賃金 20人×4時間 ＠3,100/1h 248,000 指導員賃金
小計 248,000

謝金 3人×3時間 ＠3,100/1h 27,900 指導員謝金
小計 27,900

役務費 一式 3,100 送金手数料等
小計 3,100

計 279,000

■木工工作コンクール （単位：円）
区分 数量 単価 金額 積　算　基　礎

需用費
600枚 ＠256 153,600 趣意書制作費
600枚 ＠44 26,400 出品票等制作費
1回 ＠110,000 110,000 募集広告掲載費
9枚 ＠3,300 29,700 木製賞状楯材料
9枚 ＠8,800 79,200 木製賞状楯製作費
12枚 ＠6,050 72,600 賞状代(優秀賞)
600枚 ＠150 90,000 賞状代(佳作)
3,300枚 ＠90 297,000 賞状代(努力賞)
4個 ＠6,600 26,400 記念品代(最優秀賞)
5個 ＠4,400 22,000 記念品代(特別賞)
10個 ＠2,200 22,000 記念品代(優秀賞)
一式 1,680 消耗品、コピー印刷費等

小計 930,580
役務費 230校 ＠154 35,420 募集資料等 会団外学校発送費

小計 35,420
使用料 1回 ＠10,000 10,000 会場使用料（表彰式）

小計 10,000
計 976,000

合計 1,500,000

区分内訳 248,000
27,900

0
975,580
58,520

0
10,000
180,000

0
1,500,000合計

令和４年度
木工体験活動支援事業（県域活動型）　事業費（補助金額）内訳表

賃金
謝金
旅費
需用費
役務費
委託費
使用料・賃借料
原材料費
備品購入費
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［第１号議案］ 

 

令和 4年度 令和 3年度臨時理事会 議事録（案） 

 

日 時 令和 4年 5月 14日 

場 所 オンライン【ＷＥＢＥＸ会議】 

中  継 長野県林業センター 

 

【出席者】 

 ◎ 会 長     田村 紘一 

   直前会長    大蔵 俊介  

   監 事     澁澤 一吉   

   監 事     大和 俊英  

 ◎ 代行副会長   宮崎 淳貴   

 ◎ 副会長     山浦 豊弘 〈欠席〉 

 ◎ 副会長     池田 剛     

 ◎ 北信木青連 会団長   坂田 庄蔵  

 ◎ 北信木青連 副会団長  峯村 亮     

 ◎ 東信木青連 会団長   小林 寿徳   

 ◎ 東信木青連 副会団長  由井 正宏 〈欠席〉 

 ◎ 松本材青会 会団長   田中 一興 

 ◎ 松本材青会 副会団長  石亀 道一 〈欠席〉 

 ◎ 事務局長    中嶋 章 

   事務局次長   宮澤 遥  〈欠席〉 

   事務局次長   由井 正宏 〈欠席〉 

   事務局主事   松本 寿弘    

   日本木青連 出向  常任理事 北信越地区協議会 会長 田中 一興 

   日本木青連 出向  理事 会団長           田村 紘一 

   日本木青連 出向  理事 Ｗ・Ｄ委員会  副委員長   土倉 宣也    〈欠席〉 

   日本木青連 出向  理事 広報戦略委員会 副委員長  印出 晃      〈欠席〉 

   日本木青連 出向  理事 木材活用委員会 副委員長  田中 俊章    〈欠席〉 

   日本木青連 出向     Ｗ・Ｄ委員会  委員    峯村 亮       

   日本木青連 出向     広報戦略委員会 委員    大蔵 俊介     

   日本木青連 出向     木材活用委員会 委員    松木 達征    〈欠席〉 

   日本木青連 出向     広報戦略委員会 委員    大和 俊英     

                オブザーバー        日野原 和仁 

  

出席者数 13名 ◎印は理事 
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［第１号議案］ 

 

開会の辞  池田副会長 

 

会歌斉唱並びに綱領唱和 省略 

 

会長挨拶     田村会長よりありがたいお言葉 

 

直前会長挨拶   大蔵直前会長よりありがたいお言葉 

 

議事進行・司会 中嶋事務局長  

 

資料確認及び字句訂正 特に無し  

 

連絡報告事項 

 ・会議・事業経過報告    田村会長より  

 

ここでは割愛、各自資料に目を通しておいてくださいとの事 

   

宮崎代行副会長が田村会長の指名を受け、議事を進行 

 

議事    議長  宮崎代行副会長 

 

議事録作成人指名  中嶋事務局長 

 

定足数確認 理事 11名中、出席理事 8名 欠席理事 3名 委任状 3名 成立致します。 

 

 

審議事項 

 

第 1号議案  令和 3年度 第 3回定例理事会議事録（案）承認の件 

田村会長より上程 3分資料読み込みの後 質問・意見無し 

        

       挙手にて採決 全員挙手により  承認 

 

第 2号議案  令和 3年度 決算報告（案）承認の件 

田村会長より上程  

 

澁澤監事より監査報告の後 質問・意見無し 

        

挙手にて採決 全員挙手により  承認 
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［第１号議案］ 

 

 

協議事項 会団事業・活動報告 今回は省略 

 

監事講評 澁澤監事 

 

閉会の辞 池田副会長  

議事録作成人 令和 3年度 事務局長 中嶋 章 
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［第１号議案］ 

 

令和 4年度 令和 4年度臨時理事予定者会議 議事録（案） 

 

日 時 令和 4年 5月 14日 

場 所 オンライン【ＷＥＢＥＸ会議】 

中  継 長野県林業センター 

 

【出席者】 

 ◎ 会 長     田村 紘一 

   直前会長    大蔵 俊介  

   監 事     澁澤 一吉   

   監 事     大和 俊英  

 ◎ 代行副会長   宮崎 淳貴   

 ◎ 副会長     池田 剛 

 ◎ 副会長     由井 正宏 〈欠席〉     

 ◎ 北信木青連 会団長   坂田 庄蔵  

 ◎ 北信木青連 副会団長  峯村 亮     

 ◎ 東信木青連 会団長   小林 寿徳   

 ◎ 東信木青連 副会団長  由井 正宏 〈欠席〉 

 ◎ 松本材青会 会団長   田中 一興 

 ◎ 松本材青会 副会団長  石亀 道一 〈欠席〉 

 ◎ 事務局長    中嶋 章 

   事務局次長   由井 正宏 〈欠席〉 

   事務局次長   宮澤 遥  〈欠席〉 

   事務局主事   松本 寿弘    

 【日本木青連出向者】   

日本木青連 出向  常任理事 代行副会長 兼                 

木青連活性化委員会    委員長   島田 直政  〈欠席〉 

   日本木青連 出向  常任理事 財務委員会   委員長   田中 俊章  〈欠席〉 

   日本木青連 出向  理事           会団長   田村 紘一 

日本木青連 出向  理事 コラボレーション 

             推進委員会      副委員長  由井 正宏  〈欠席〉 

日本木青連 出向  理事 全国大会実行委員会 副委員長   宮崎 淳貴     

日本木青連 出向  理事 全国大会実行委員会 副委員長   峯村 亮      

   日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  澁澤 一吉   

日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  土倉 宜也    〈欠席〉 

   日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  田中 博文    〈欠席〉 

   日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  大蔵 俊介  〈欠席〉 

   日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  田中 一興 〈欠席〉 
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［第１号議案］ 

 

日本木青連 出向     総務委員会     委員    中嶋 章 

日本木青連 出向     ＳＣＭ推進委員会  委員    坂田 庄蔵      

   日本木青連 出向     全国大会実行委員会 委員    宮澤 薫    〈欠席〉 

   北信越地区 出向  北信越地区協議会  県会団代表    田村 紘一 

   北信越地区 出向  北信越地区協議会  県会団代表    宮崎 淳貴 

   北信越地区 出向  北信越地区協議会  県会団代表    中嶋 章 

   北信越地区 出向  北信越地区協議会  県会団代表    宮澤 遥  〈欠席〉 

           オブザーバー             日野原 和仁 

  

出席者数 13名 ◎印は理事 

 

 

開会の辞  池田副会長 

 

会歌斉唱並びに綱領唱和 省略 

 

会長挨拶     田村会長よりありがたいお言葉 

 

直前会長挨拶   大蔵直前会長よりありがたいお言葉 

 

司会      中嶋事務局長  

 

資料確認及び字句訂正 Ｐ3 25行目 田中 直政→島田 直政に訂正  

           Ｐ4 26 行目（脱退 5 名・侵入 1 名）→（脱退 5 名・新入 1 名）に訂正 

連絡報告事項 

 ・会議・事業経過報告    田村会長より説明 

  Ｐ2 4/9 長野県木青連 理事予定者会議 

4/13 長野県林務部・中部森林管理局新年度挨拶回り 

4/16 日本木青連第１回理事会（東京ＷＥＢ会議） 

5/9 長野県木青連監査（長野県林業センター） 

5/14 長野県木青連 臨時理事会・臨時理事予定者会議・定時総会 

  

宮崎代行副会長が田村会長の指名を受け、議事を進行 

 

議事    議長  宮崎代行副会長 

 

議事録作成人指名  中嶋事務局長 

 

定足数確認 理事 10名中、出席理事 8名 欠席理事 2名 委任状 2名 成立致します。 
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［第１号議案］ 

 

 

 

 

審議事項 

 

第 1号議案  令和 4年度 理事予定者会議議事録（案）承認の件 

田村会長より上程 資料読み込み 3分程後 質問・意見無し 

        

       挙手にて採決 全員挙手により  承認 

 

第 2号議案  令和 4年度 収支予算（案）承認の件 

田村会長より上程 会団ＰＲ会費拠出額 20％→15％に変更（前回の念押し） 

 

坂田北信会団長 ＰＲ会費の変更（20→15％）は今年度（令和 4 年度） 

からでしょうか。 

 

田村会長    今年度からです。    

        

挙手にて採決 全員挙手により  承認 

 

協議事項 会団事業・活動報告 今回は省略 

 

監事講評 大和監事より講評 

 

閉会の辞 池田副会長  

議事録作成人 令和 4年度 事務局長 中嶋 章 
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［第１号議案］ 

 

令和 4年度 定時総会 議事録（案） 

 

日 時 令和 4年 5月 14日 

場 所 オンライン【ＷＥＢＥＸ会議】 

中  継 長野県林業センター 

 

【出席者】 

 ◎ 会 長     田村 紘一 

   直前会長    大蔵 俊介  

   監 事     澁澤 一吉   

   監 事     大和 俊英  

 ◎ 代行副会長   宮崎 淳貴   

 ◎ 副会長     池田 剛 

 ◎ 副会長     由井 正宏 〈欠席〉     

 ◎ 北信木青連 会団長   坂田 庄蔵  

 ◎ 北信木青連 副会団長  峯村 亮     

 ◎ 東信木青連 会団長   小林 寿徳   

 ◎ 東信木青連 副会団長  由井 正宏 〈欠席〉 

 ◎ 松本材青会 会団長   田中 一興 

 ◎ 松本材青会 副会団長  石亀 道一 〈欠席〉 

 ◎ 事務局長    中嶋 章 

   事務局次長   由井 正宏 〈欠席〉 

   事務局次長   宮澤 遥  〈欠席〉 

   事務局主事   松本 寿弘    

 【日本木青連出向者】   

日本木青連 出向  常任理事 代行副会長 兼                 

木青連活性化委員会    委員長   島田 直政  〈欠席〉 

   日本木青連 出向  常任理事 財務委員会   委員長   田中 俊章   

   日本木青連 出向  理事           会団長   田村 紘一 

日本木青連 出向  理事 コラボレーション 

             推進委員会      副委員長  由井 正宏  〈欠席〉 

日本木青連 出向  理事 全国大会実行委員会 副委員長   宮崎 淳貴     

日本木青連 出向  理事 全国大会実行委員会 副委員長   峯村 亮      

   日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  澁澤 一吉   

日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  土倉 宜也     

   日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  田中 博文     

   日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  大蔵 俊介   

   日本木青連 出向  理事 木青連活性化委員会 副委員長  田中 一興   
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［第１号議案］ 

 

日本木青連 出向     総務委員会     委員    中嶋 章 

日本木青連 出向     ＳＣＭ推進委員会  委員    坂田 庄蔵      

   日本木青連 出向     全国大会実行委員会 委員    宮澤 薫    〈欠席〉 

   北信越地区 出向  北信越地区協議会  県会団代表    田村 紘一 

   北信越地区 出向  北信越地区協議会  県会団代表    宮崎 淳貴 

   北信越地区 出向  北信越地区協議会  県会団代表    中嶋 章 

   北信越地区 出向  北信越地区協議会  県会団代表    宮澤 遥  〈欠席〉 

           オブザーバー             日野原 和仁 

  

出席者数 16名 ◎は理事 

 

開会の辞  池田副会長 

 

会歌斉唱並びに綱領唱和 池田副会長より綱領のみ唱和 

 

会長挨拶     田村会長よりありがたいお言葉 

 

直前会長挨拶   大蔵直前会長よりありがたいお言葉 

 

司会      中嶋事務局長  

 

資料確認及び字句訂正 Ｐ12 令和 4 年度事業日程（案）の県木連の 5 月の第 63 回県会員東信

大会→定時総会・令和 3 年度臨時理事会・令和 4 年度臨時理事予

定者会議に訂正 

           Ｐ12 令和 4 年度事業日程（案）の北信越地区協議会の令和 5 年度 2 月

の石川大会の日程が未定→2 月 4 日に訂正 

Ｐ13 8 行目 峰村 亮→峯村 亮に訂正 

 

 

宮崎代行副会長が田村会長の指名を受け、議事を進行 

 

議事    議長  宮崎代行副会長 

 

議事録作成人指名  中嶋事務局長 

 

定足数確認  会員数 33名中 出席 14名 欠席 19名 委任状 19名により  成立致します。 
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［第１号議案］ 

 

連絡報告事項 

  

・会議・事業経過報告    田村会長より説明 

     

2/19     長野県木青連第４回理事会・北信越地区協議会長野大会 ＷＥＢ会議 

     

・日本木青連からの連絡報告 田村会長より説明 

     

令和 4年度は日本木青連への出向者が多く島田体制の為、各々の役員の皆さん 

情報収集宜しくお願い致します。 

 

 

審議事項 

 

第 1号議案  令和 3度事業報告及び決算報告（案）承認の件 

 

田村会長より上程  

        

       澁澤監事より監査報告 

        

       質問・意見無し 挙手にて採決 全員挙手により  承認 

 

 

第 2号議案  会則の一部改正について 承認の件 

 

田村会長より上程  役員任期事（1 期 2 年制）事務局次長も追加 

 

田中一興さんより  年度任期の確認 

 

田村会長より    来年度より 1 任期２年制（令和 5・６年）になるとの説明 

        

質問・意見無し 挙手にて採決 全員挙手により  承認 

 

第 3号議案  令和 4年度役員（案）承認の件 

        

田村会長より上程  令和 4年度財務副会長 山浦副会長→由井副会長へ変更 

                 各役員・出向者の役職・指名確認 

        

       質問・意見無し 挙手にて採決 全員挙手により  承認 
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［第１号議案］ 

 

 

第 4号議案  令和 4年度 事業計画（案）及び予算（案） 承認の件 

        

田村会長より上程 スローガン変更なし・事業計画も基本は変わらず 

         新しいことをやる時は皆さんに上程していきます。 

         全国大会（北海道大会）への長野県の出向者は 6名、 

長野大会に向けての情報収集をしてきます。 

 

       田中一興さんより 令和 4年度事業日程、令和 5年度 2月の北信越地区協議会・ 

                石川大会の予定が未定とあるが、2月 4日に字句修正も兼ね  

                て訂正の指摘。 

                Ｐ13の峰村亮の「峰」を「峯」へと字句修正の指摘。 

 

                挙手にて採決 全員挙手により  承認 

 

閉会の辞 池田副会長  

議事録作成人 令和 4年度 事務局長 中嶋 章 
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［第２号議案］

議案作成者 PRｶﾚﾝﾀﾞｰ担当副会長　宮崎　淳貴

事　業　名　称 ： 令和４年PRカレンダー斡旋事業

担 当 副 会 長 ： 宮崎　淳貴

事　業　主　体 ： 長野県木材青壮年団体連合会

実施予定日時 ： 最終締め切り　９月３０日（金）

実施予定場所 ： 長野県下

対      象     者 ： 会団・会員・その他

趣　旨 ・目　的 ：

事　業　内　容 ：

②斡旋手数料

③請求及び集金

準備ｽｹｼﾞｭｰﾙ ：

実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ：

　９月１日　　第１次締め切り　　　　　　

　９月３０日　　最終締め切り

　１１月～　　　申し込み順にカレンダー発送

予　　　　　算 ： 別紙の通り

担　当　者 ：

外 部 協 力 者 ： （株）共立プラニング　日野原氏

　［連絡先]

添　付　資　料 ： 予算書

PRカレンダー担当副会長　宮崎　淳貴

ＴＥＬ026－２３８－８８７７　ＦＡＸ０２６－２３８－８８７０

　その上で斡旋手数料を引いた金額を県木青連に支払っていただく。　

７月上旬　（株）共立プラニング　日野原氏との打ち合わせ

　請求及び集金は各会団ごとに行なっていただく。

　７月中旬～申し込み書・カレンダー見本配布

　個人会員への請求及び集金は、県木青連が行なう。

令和４年PRカレンダー斡旋事業（案）

①PRカレンダーを斡旋する。

斡旋手数料により県木青連・各会団共に事業収入を得て、木青連活動に活かす。

　個人会員への斡旋手数料は県木青連へ＠１００円とする。

★　事業計画書

　斡旋手数料は１部につき会団へ＠５０円、県木青連へ＠５０円とする。

　個人会員へは、申し込み書等を共立プラニングより発送していただく。

木青連の活動を広める。

　各会団ごとに斡旋活動をしていただく。
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［第２号議案］

収支予算書

大項目 中項目 前年度決算額 予算額 摘要

事業収入 PRカレンダー 1,319,320 1,450,000

日本木青連ｶﾚﾝﾀﾞｰ 0 0

収入合計 1,319,320 1,450,000

　

大項目 中項目 前年度決算額 予算額 摘要

PR事業費 PRカレンダー 1,224,500 1,293,000
会団手数料を除く共立プラニング支払金額
(見本帳印刷費・申込書・発送費等含む)

日本木青連ｶﾚﾝﾀﾞｰ 0 0

支出合計 1,224,500 1,293,000 (税込)

収入の部 1,319,320 1,450,000

支出の部 1,224,500 1,293,000

手数料収入 94,820 157,000 (税込)　本会計へ繰入

令和４年PRカレンダー斡旋事業　予算（案）

【収入の部】

【支出の部】

※ここ数年、日本木青連カレンダーの注文はあるが、県木青連への手数料がないため予算は計上していない。
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［第３号議案］

議案作成者
事 業 名 称 ：
担 当 副 会 長 ： 池田　剛
事 業 主 体 ：
実 施 予 定 日 時 ： 審査会（予定）：令和４年10月７日（金）

表彰式（予定）：令和４年11月　土曜日又は日曜日
実 施 予 定 場 所 ： 審査会（予定）：塩尻市　長野県林業総合センター

表彰式（予定）：未定
対 象 者 ： 長野県下　小・中・盲・ろう・養護学校の児童生徒
趣 旨 ・ 目 的 ：

事 業 内 容 ：

　作品を決定する。

・最優秀賞（県知事賞）の作品を、全国児童・生徒木工工作コンクールに出品する。
※新型コロナウィルス感染症対策をして実施する。

準備ｽｹｼﾞｭｰﾙ ： ※別添「事業計画書」参照
　６月中　　　会場仮押さえ 　９月３０日（金）まで　　地区審査、結果報告
　６月中　　　共催・後援依頼 １０月　３日（月）まで　　県取りまとめ
　７月中　　　趣意書等の配布 １０月　７日（金）　　　　 県審査会（塩尻市）
　９月中　　　審査員の依頼 １０月２４日（月）～２８日（金）
　９月１６日（金）　 応募締め切り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　作品展示（長野県庁）

１１月　　日（ 　）　　　　 表彰式

実 施 ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ ： 審査会ｽｹｼﾞｭｰﾙ（予定） １０：３０～１１：３０　　　会場準備（役員）
１０月　７日（金） １１：３０～１３：００　　　作品搬入

１３：２０～１３：３０　　　審査員　集合・受付
１３：３０～１３：５０　　　開会
１３：５０～１４：２０　　　審査
１４：２０～１４：３０　　　審査結果発表
１４：３０～１４：４０　　　講評
１４：４０　　　　　　　　　閉会
１４：４０～１５：３０　　　写真撮影・片付け

表彰式ｽｹｼﾞｭｰﾙ（予定） 　　：　　～　　　　　　　 集合・準備
　　月　　日（　） 　　：　　～　　　　　　　 受賞者集合

　　　　　　　　　　　　　 プレゼンター集合
　　：　　～　　　　　　　 開会
　　：　　～　　　　　　　 記念写真撮影
　　：　　　　　　　　　　　閉会

予 算 ： 別紙の通り

担 当 者 ：
外 部 協 力 者 ：

　［連絡先]
添 付 資 料 ： 予算書

応募要領

　る。

子供たちに木を使って自由な発想で物を創る喜びを感じ取ってもらう。

・対象学校に趣意書を配布するとともに、多くの作品を出品してもらうようにお願いす

令和４年度　第45回長野県児童・生徒木工工作コンクール事業計画（案）

長野県木材青壮年団体連合会

また、木を使うことにより、自然との関わり方や自然の温かみを学んでもらう。

令和４年度　第45回長野県児童・生徒木工工作コンクール
★　事業計画書 木工工作担当副会長 池田　剛

・各地区（会団）ごとに、作品を取りまとめ事前審査を行ない、佳作および審査会提出

(株)共立プラニング

・入選作品を県庁等に展示し、事業のPRをする。
・審査員をお招きし、出品作品の中から各賞を決定する。

木工工作担当副会長　　池田　剛
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［第３号議案］

収支予算書

大項目 予算額 摘要

PR事業費 1,330,000

収入合計 1,330,000

大項目 予算額 摘要

事業費 377,000
趣意書、出品票、持込先リスト、ポスター、
会団管轄外学校発送費等

12,000

588,100 入選・優秀賞・佳作・努力賞

≪内訳≫ 入選 121,000
材料代、加工代等（10個）
制作代8,800×10、材料代3,300×10

優秀賞 72,600 @6,050×12枚

佳作 90,000 B4版　@150×600枚

努力賞 297,000 A4版　@90×3,300枚

雑費 7,500 賞状用紐・金具・箱代等

74,800

≪内訳≫ 入選 52,800 6,600×4(知事賞)、4,400×6(特別賞)

優秀賞 22,000 10個(2,200円)

佳作 0

10,000 概要ポスター、クロス等

表彰式 40,000

≪内訳≫ 会場使用料 10,000 会場使用料

表彰式設営費 10,000 ｽﾃｰｼﾞ、音響一式、看板等

表彰式ｱｼｽﾀﾝﾄ代 0

雑費 20,000 賞状発送費、紙袋代、振込手数料等

0
※R3年度の受賞の表彰式を6月開催でした
が、新型コロナウイルスの影響でWEB開催。
長野県3作品が対象

50,000

43,100 送料、振込手数料、事務通信費他

135,000

支出合計 1,330,000 (税込)

令和４年度（第45回）長野県児童・生徒木工工作コンクール収支予算（案）

【収入の部】

【支出の部】

通信・印刷費

広告費

全国大会交通費

記念品

中項目

県木工工作コンクール事業費

賞状

作品運搬費

資料作成発送

展示用備品

中項目

審査会
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【木育事業】令和４ 年度 

長野県児童・生徒木工工作コンクール事業計画（案）  

※この事業は、「長野県森林づくり県民税」を活用しています。 

 

１ 趣  旨 

    近年、インターネットや家庭用ゲーム機などの普及により自然素材を使った遊びなどが衰退して

きてはいますが、日本建築や工芸品などの「木の文化」は徐々に受け継がれています。その文化や

伝統もその素晴らしさを大切にする心がなければいずれ枯れ果ててしまいます。 

そのような中で、長野県木青連では、木の文化を継承する子供達の心を育てる意味でも木育事業

の一環として長野県下の小学校・中学校及び特別支援学校の児童生徒を対象とした「長野県児童・

生徒木工工作コンクール」を開催し、子供たちが木に触れあい木を身近に感じ愛着を持ちながら森

林の大切さや役割等を一緒に学んでもらい木の文化を大切にしていっていただきたいと考え、標記

事業を実施します。 

 

２ 主  催 

   長野県木材青壮年団体連合会 

 

３ 共  催（予定） 

   長野県 

   中部森林管理局 

   (公財)長野県緑の基金 

   長野県県産材振興対策協議会 

   長野県木材協同組合連合会 

 

４ 後  援（予定） 

  長野県教育委員会、(一財)長野県建築住宅センター、長野県森林組合連合会、ＮＨＫ長野放送

局、ＳＢＣ信越放送、ＮＢＳ長野放送、テレビ信州、ａｂｎ長野朝日放送、長野エフエム放送、 

新建新聞社、長野県民新聞社 

 

５ 事業日程 

  別紙のとおり 

 

６ 応募要領 

  （１）応募要件 

    ア）応募資格 

       長野県下の小学校、中学校、盲・ろう・養護学校の児童生徒の皆さん 

    イ）募集区分 

       長野県内の小学校低学年（1～4 年生）、小学校高学年（5～6 年生）、中学校、盲・ろ

う・養護学校の４部門とし、各々児童生徒の個人またはグループとします。 

    ウ）作品基準 

      ①テーマ   自由（ただし、木材を主材料として利用・加工した創作品であること） 

      ②大きさ   １辺が 55cm以内（タテ・ヨコ・高さ・台含めて 全て 55cm以内） 

             ※展開したり、広げて展示する作品で 55㎝を超えないこと 

      ③その他   注1≫ 搬入搬出において、壊れにくいもの 

（破損した場合の責任は負いません） 

    エ）免責事項 

      ①万一破損などが発生した場合は、本会にて補修等を試みますが、完全に元通りにはな

らない場合もありますことを予めご了承願います。 
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      ②前記①および作品の送付返信等による破損、紛失等については、誠に恐れ入りますが

代償の支払い等を含めいかなる責任も負うことはできません。 

    オ）個人情報 

       応募者の個人情報は、当連合会で厳重に管理し本コンクール以外の利用は致しません。 

       なお、本コンクールに入賞した場合、入賞者の作品名・氏名・学校名・学年について

は、報道機関を含む共催・後援機関等へ発表させていただきます。 

  （２）作品応募締切 

       令和４年９月１６日（金） 

      【送り先】 

        最寄りの長野県木材青壮年団体連合会加盟の木材店まで 

  （３）審  査 

    ア）基準 

       各学年としての発想に留意して、以下の各項を充たすもの。 

       また、小学校低学年(1～4 年）、小学校高学年(5～6 年)、中学校、盲・ろう・養護学

校の以上４部門に分けて審査を行なう。 

        ■子供の頭で考え、子供の手で作ったもの。 

        ■木の持味を生かし独創性に優れていること。 

        ■機能、デザインが優秀であること。 

        ■工作技術が優秀であること。 

    イ）審査会（予定） 

       日時／令和４年１０月７日（金） 

       場所／長野県林業総合センター（塩尻市） 

    ウ）審査員（予定） 

       長野県 

       長野県教育委員会 

       中部森林管理局 

       (公財)長野県緑の基金 

       長野県県産材振興対策協議会 

       長野県木材協同組合連合会及び主催者側から数名選任 

    エ）賞（予定） 

      ■最優秀賞（長野県知事賞） ・・・・・・・・・・ 全作品の中から 3点～4点 

      ■長野県教育委員会賞 ・・・・・・・・・・・・・     〃  1点 

      ■中部森林管理局 局長賞 ・・・・・・・・・・・     〃 

      ■(公財)長野県緑の基金 理事長賞 ・・・・・・・     〃 

      ■長野県県産材振興対策協議会 会長賞 ・・・・・     〃 

      ■長野県木材協同組合連合会 理事長賞 ・・・・・     〃 

      ■長野県木材青壮年団体連合会 会長賞 ・・・・・     〃 

      ■優秀賞 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     〃  10点 

      ■佳 作 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     〃   （約 600点） 

      ■努力賞 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 上記賞以外の応募作品全員 

    オ）発表 

      木青連担当者から各学校を通じて受賞者の児童生徒の皆さんにお知らせする。 

  （４）表彰式（予定） 

      日時／令和４年 11月 土曜日又は日曜日を予定 

      場所／未定 

  （５）作品展示（予定） 

      長野県林務部等のご協力のもと、長野県庁１階ロビー等において、審査会後、約１～２

週間優秀賞に選ばれた作品の展示を行なう。 

      また、各地区においても出来るだけ展示をする。 

      ■長野県庁 ロビー展示  ／令和４年 10月 24日（月）～ 10月 28日（金） 
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別 紙  

 

 

事 業 日 程 （案） 

 

 

年  月  日 場 所 内   容 

令和４年 ６月中下旬 県下全域 各関係機関へ共催・後援依頼書送付 

令和４年 ７月上旬 県下全域 長野県下の全学校長宛に案内送付 

            ～ ９月 県下全域 
木工作品製作(学校又は夏休み期間中) 

各材料の提供配布は地元会員が手配 

     ９月１６日(金) 県下全域 作品応募締め切り（作品の回収） 

     ９月１７日（土）～ ９月３０日（金） 県下全域 

各地区審査会を実施 

作品の集計表とりまとめ 

県木青連事務局へ提出 

             ～１０月 ３日（月） 県下全域 県本部 作品の集計とりまとめ 

    １０月 ７日（金） 塩 尻 市 長野県 審査会 

    １０月２４日（月）～１０月２８日（金） 長 野 市 
最優秀賞（県知事賞)等展示 

長野県庁１Ｆロビー 

    １１月 （土）又は（日）（予定） 未  定 表彰式 

令和５年 １月１０日（土） 一次審査（予定） 

     ３月 ４日（土） 最終審査（予定） 
宮 崎 市 

全国審査会に長野県最優秀賞の作品を 

出品 

令和５年 ６月 ３日（土）（予定） 高 知 市 全国表彰式 
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触れて、創って、知る ウッドコレクション

令和4年度 木育事業

長野県児童・生徒
木工工作コンクール
第45回

詳しい情報は http://n-msr.com/
●主催／長野県木材青壮年団体連合会 ●共催（予定）／長野県・中部森林管理局・（公財）長野県緑の基金・長野県県産材振興対策協議会・長野県木材協同組合連合会

●後援（予定）／長野県教育委員会・（一財）長野県建築住宅センター・長野県森林組合連合会・NHK長野放送局・SBC信越放送・NBS長野放送・TSBテレビ信州・

abn長野朝日放送・長野エフエム放送・新建新聞社・長野県民新聞社

※この事業は、「長野県森林づくり県民税」を活用しています。

締切／令和4年9月16日（金） 審査／令和4年10月7日（金）
第45回 長野県児童・生徒 木工工作コンクール

令和3年度長野県児童・生徒木工工作コンクール受賞作品集

作　品　名 氏　　名 学　校　名 学 年

西條　周磨

本山　天登

白倉　大雅

上條　　岳

大村　耀介

池石　飛星

北原　颯也

河村美結花

髙橋想乃奏

河村美桜里

アマビエ

鳥かご

家族のツリーハウス

諏訪大社春宮

永久カレンダー

木で作ったそろばん

わたしのゆめの花やさん

ジャックと豆の木

桜かご

長野市立芹田小学校    

上田市立神川小学校

東御市立滋野小学校    

茅野市立豊平小学校    

下諏訪町立下諏訪北小学校

岡谷市立川岸小学校    

南箕輪村立南部小学校

南木曽町立南木曽小学校  

南木曽町立南木曽小学校

南木曽町立南木曽小学校

6年

3年

4年

3年

5年

6年

4年

3年

4年

5年

令和3年度
長野県児童生徒木工工作コンクール内訳

総参加人数

参加学校数

小　学　校

中　学　校

盲・ろう・養護学校

合　　計

審査会出品数

入　　　選

優　秀　賞

佳　　　作

努　力　賞

134校

2校

0校

136校

68点

10点

10点

539点

3,788点

4,347名

総作品数 4,347点
※学年は受賞した昨年度のものです。

信州大学教育学部附属松本小学校3年
等々力　蒼乃

「かんなくずファッション」                   

南木曽町立南木曽小学校6年
松下　世

「めでたい」

最優秀賞（長野県知事賞）

最優秀賞（長野県知事賞）

原村立原中学校1年
菊池　桜介

「写真入れつき時計」
最優秀賞（長野県知事賞）

南箕輪村立南部小学校4年
北原　彩葉

長野県教育委員会賞

南木曽町立南木曽小学校5年
加藤　新大

「タカ」

「音ぷのかさたて」

林野庁中部森林管理局長賞

優秀賞

御代田町立御代田北小学校5年
浅井　太鷗

「バベルの塔」
公益財団法人 長野県緑の基金 理事長賞

茅野市立湖東小学校6年
柳澤　輝麿

長野県木材協同組合連合会 理事長賞

上田市立武石小学校2年
畔地　美心

「岩魚」

「イルカ」

長野県県産材振興対策協議会 会長賞

軽井沢町立軽井沢西部小学校5年
関　俐都

「サッカースパイク」
長野県木材青壮年団体連合会 会長賞

※全国児童・生徒木工工作コンクール
　「全国造形教育連盟委員長賞」受賞

※全国児童・生徒木工工作コンクール
　「Tree Rings」受賞

※全国児童・生徒木工工作コンクール
　「日本木青連木育推進委員長賞」受賞

大町市立大町東小学校4年
大田　晃大

「ぼくの住みたいおうち」
最優秀賞（長野県知事賞）

（学年は受賞時のものです）

コロナよおさまれ！
もどれおだやかな日々
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長野県児童・生徒木工工作コンクール第45回

地　　区 企業名（材木店名） 役職名 担当者 電話番号 FAX 住　　　所

各地区作品持込み・問合せ先
下記の企業にて作品を受け付けております。 まず、お住まいの地区担当までご連絡ください。

長   野

須   高
高   水
上   小
佐   久
松   筑
南   安
大   北

諏   訪

上伊那
下伊那

木   曽

026-292-3203

026-296-6633

026-245-0281

0269-22-2618

0268-88-2007

0267-86-4305

0263-58-2095

0263-81-5550

0261-22-0025

0266-72-0414

0265-72-2165

0265-52-3349

0264-52-5500

0264-57-2212

026-292-4119

026-296-6643

026-214-5156

0269-22-5632

0268-88-2423

0267-86-5544

0263-58-2015

0263-81-5551

0261-22-0418

0266-72-3290

0265-72-2166

0265-52-3348

0264-52-5501

0264-57-2212

坂田　庄蔵

中澤　勝成
小林　寿徳
由井　正宏
田中　一興
印出　　晃

中村　　孝

 　
後藤　武志
千村　高穂
志水　賢司

坂田木材（株）

中沢木材（株）
小林木材（株）
（株）吉本
（株）国興

ヒルデブランド（株）

（有）カクダイ製材所

　
マルト木材（株）

木曽木材工業協同組合
志水製材所

長野木材協同組合 事務局（金 9：30～16：00）
須高木材協同組合 事務局 （月～木 10：00～16：00）

大北木材協同組合　事務局

常務取締役
　

代表取締役社長
　
専務取締役
代表取締役
代表取締役

代表取締役

　
代表取締役

長野市（若穂地区除く）・
千曲市・上水内郡・埴科郡

長野市若穂地区・須坂市・
上高井郡

※持ち込みは右記まで

上田市・小県郡・東御市

佐久市・小諸市・北佐久郡・
南佐久郡
松本市・塩尻市・東筑摩郡

安曇野市・南安曇郡

大町市・北安曇郡

諏訪市・岡谷市・茅野市・
諏訪郡

伊那市・駒ヶ根市・上伊那郡

飯田市・下伊那郡

木曽郡全域
（お近くの持込み先まで
お願いします）

飯山市・中野市・下水内郡・
下高井郡

〒388-8018 長野市篠ノ井西寺尾2772-1

〒381-0003 長野市大字穂保町裏250-5

〒382-0099 須坂市墨坂2丁目6番1号
〒383-0064 中野市新井宮廻り614

〒386-0701 小県郡長和町和田4336-1

〒384-0611 南佐久郡佐久穂町平林
〒399-0027 松本市寿南1-7-22

〒399-8301 安曇野市穂高有明9973-1

〒398-0002 大町市大町3048-2

〒391-0013 茅野市宮川216-1

〒396-0023 伊那市山寺274-1

〒395-0821 飯田市松尾新井7217

〒399-5608 木曽郡上松町荻原1579-3

〒399-5301 木曽郡南木曽町読書3552-6

  

  

55㎝以下

55㎝以下

55㎝以下

55㎝以下

55㎝以下

55㎝以下

応募要項 留意点
■募集要件
1）.応募資格
長野県下の小学校、中学校、盲・ろう・養護学校の児童生徒の皆さん

2）.募集区分
長野県内の小学校低学年（1～4年生）、小学校高学年（5～6年生）、中
学校、盲・ろう・養護学校の4部門とし、各々児童生徒の個人または
グループとします。

3）.作品基準
①テーマ／ 自由（ただし、木材を主材料として 
 利用・加工した総作品であること）
②大きさ／ 1辺が55cm以下
 （タテ・ヨコ・高さ全て55cm以下）
 ※台を含め55cm以下、展開したり、
　　　　　　広げて展示する作品も55cm以下
③その他／搬入搬出において、壊れにくいもの（破損した場合の責任
　 は負いません）出来るだけ県産材を活用してください。

4）.免責事項
①万一破損などが発祥した場合は、本会にて補修等を試みますが、完
　全に元通りにならない場合もありますことを予めご了承ねがいます。

②前記①および作品の送付返信等による破損、紛失等については、
　誠に恐れ入りますが代償の支払い等を含めいかなる責任も負うこ
　とはできません。

■締め切り
令和4年9月16日（金）

■送り先
最寄りの長野県木材青壮年団体連合会加盟の木材店または各団体まで。

■審査員（予定）
長野県教育委員会、長野県、中部森林管理局、長野県緑の基金、長野県
県産材振興対策協議会、長野県木材協同組合連合会 及び 主催者側から
選任

■審査
令和4年10月7日（金）
塩尻市 長野県林業総合センター（塩尻市大字片丘5739）

■発表
主催（木青連）担当者から各学校を通じて受賞者の児童・生徒の皆さんに
お知らせいたします。

全作品の中から各部門ごとに数点

全作品の中から数点
全作品の中から数点
全作品の中から数点
応募者全員

●ご応募の際は、作品名・氏名・学校住所・学校名・学年を瞑した出品票
　を作品に添付してください。なお、「作品持ち込み先リスト」及び、「出
　品票」に関しましては当団体HPからダウンロードもできます。
●最優秀賞の作品は、日本木青連主催「全国児童・生徒木工工作コンクー
　ル」に出品いたします。また、同全国木工工作コンクール入賞者につ
　きましては、表彰式を日本木青連全国大会にて行います。

困った時は聞いてみよう！ 作品の材料や、コンクールの事で困ったり、
わからない事があったらここに聞いてみよう！

長野県木青連の会員連絡先はこちら（必ず木青連の○○さんと言ってね）
あなたの家の近くにも木青連に入っている会社があるかも・・・いろいろ聞いてみてね。

瑞 穂 木 材

中 沢 木 材

土 倉 製 材 所

お ち あ い

扶 桑 産 業

峯 村 材 木 店

坂 田 木 材

宮澤木材産業

長野森林資源利用事業協同組合

田中製材工業

中 島 木 材

0269-82-3118

0269-22-2618

026-253-2320

026-227-1520

026-243-1210

026-272-1182

026-292-3203

026-239-0588

026-239-0577

0268-67-2139

0267-67-4038

宮崎さん

中澤さん

土倉さん

山崎さん

澁澤さん

峯村さん

坂田さん

宮澤さん

宮澤さん

田中さん

中嶋さん

木島平村

中野市新井宮廻り

飯綱町

長野市岡田町

長野市北長池

千曲市粟佐

長野市篠ノ井

長野市中曽根

長野市中曽根

東御市下之城

佐久市新子田

田 村 木 材

吉 本

武 重

齋藤木材工業

第 三 木 材

小 林 木 材

和 木 材

征 矢 野 建 材

国 興

大 藏 木 工

林 友

佐 原 建 設

シ ン ヨ ー

小 林 創 建

オガサワラ林業

ヒルデブランド

 

カクダイ製材所

須高木材協同組合

大北木材協同組合

上伊那木材協同組合

マ ル ト 木 材

木曽木材工業協同組合

志 水 製 材 所

佐久市新子田

佐久穂町

小諸市

長和町

東御市加沢

長和町和田

東御市海善寺

松本市笹賀

松本市寿南

松本市宮渕

松本市渚

安曇野市豊科

松本市清水

松本市高宮北

松本市中山

安曇野市穂高有明

 

茅野市

須坂市

大町市

伊那市

飯田市

上松町

南木曽町

0267-67-3867

0267-86-4305

0267-23-8484

0268-68-3883

0268-62-1202

0268-88-2007

0268-62-0222

0263-86-0250

0263-58-2095

0263-32-1960

0263-25-0171

0263-72-2100

0263-32-1866

0263-26-6260

0263-58-5939

0263-81-5550

 

0266-72-0414

026-245-0281

0261-22-0025

0265-72-2165

0265-52-3349

0264-52-5500

0264-57-2212

田村さん

由井さん

新井さん

齋藤さん

島田さん

小林さん

田中さん

池田さん

田中さん

大藏さん

石亀さん

佐原さん

大和さん

小林さん

小笠原さん

印出さん

 

中村さん

■表彰式
令和4年11月頃予定

■賞
●小学校低学年の部門（1～4年の児童）
●小学校高学年の部門（5～6年の児童）
●中学校部門
●盲・ろう・養護学校部門
以上4部門に分けて審査を行い、各賞を決定いたします。

最優秀賞（長野県知事賞）・・・・・・・・・・
特別賞
　長野県教育委員会賞／中部森林管理局局長賞／（公財）長野県緑の基金理
　事長賞／長野県県材振興対策協議会会長賞／長野県木材協同組合連合
　会理事長賞／長野県木材青壮年団体連合会会長賞
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
優秀賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
佳　作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
努力賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※出品票はこちらまで　FAX.0266-72-3290

長野県児童・生徒 木工工作コンクール

詳しい情報はこちら→：http://n-msr.com/

第 45 回
締め切り：令和4年9月16日（金）  審査：令和4年10月7日（金）

■ お問い合わせ先 ● 長野県木青連木工工作コンクール担当副会長　池田　剛
 征矢野建材（株）　〒399-0033  松本市笹賀7116-1  TEL：0263-86-0250  FAX：0263-86-4461

● 長野県木青連事務局（県木連内）　 
 〒380-8567  長野市岡田町30-16  TEL：026-226-1471  FAX：026-228-0580

北信地区

東信地区

中信地区

諏訪地区

その他協力先

■主催：長野県木材青壮年団体連合会
■共催（予定）：長野県／中部森林管理局／（公財）長野県緑の基金／
 長野県県産材振興対策協議会／長野県木材協同組合連合会
■後援（予定）：長野県教育委員会／（一財）長野県建築住宅センター／
 長野県森林組合連合会／NHK長野放送局／SBC信越放送／
 NBS長野放送／TSBテレビ信州／ abn長野朝日放送／
 長野エフエム放送／新建新聞社／長野県民新聞社

上伊那木材協同組合 事務局  （9：00～15：00）

［個人情報］
応募者の個人情報は、当連合会で厳重に管理し本コンクール以外の利用は致しません。
なお、本コンクールに入賞した場合、入賞者の作品名・氏名・学校名・学年については、
報道機関を含む共催・後援機関等へ発表させていただきます。
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■ お問い合わせ先 ● 長野県木青連木工工作コンクール担当副会長　池田　剛
　征矢野建材（株）　〒399-0033 松本市笹賀7116-1 TEL：0263-86-0250 FAX：0263-86-4461
● 長野県木青連事務局（県木連内）　 
　〒380-8567  長野市岡田町30-16　TEL：026-226-1471　FAX：026-228-0580

  

  

55㎝以下　

55㎝以下

55㎝以下

55㎝以下　

55㎝以下

55㎝以下

応募要項 留意点

■募集要件
1）.応募資格
長野県下の小学校、中学校、盲・ろう・養護学校の児童生徒の皆さん

2）.募集区分
長野県内の小学校低学年（1～4年生）、小学校高学年（5～6年生）、
中学校、盲・ろう・養護学校の4部門とし、各々児童生徒の個人また
はグループとします。

3）.作品基準
①テーマ／ 自由（ただし、木材を主材料として
　 利用・加工した総作品であること）
②大きさ／ 1辺が55cm以下
　 （タテ・ヨコ・高さ全て55cm以下）
　　　　　※台を含め55cm以下、展開したり、
　　　　　　広げて展示する作品も55cm以下
③その他／搬入搬出において、壊れにくいもの（破損した場合の責任
　 は負いません）出来るだけ県産材を活用してください。

4）.免責事項
①万一破損などが発祥した場合は、本会にて補修等を試みますが、
　完全に元通りにならない場合もありますことを予めご了承ねがい
　ます。
②前記①および作品の送付返信等による破損、紛失等については、
　誠に恐れ入りますが代償の支払い等を含めいかなる責任も負うこ
　とはできません。

■締め切り
令和4年9月16日（金）

■送り先
最寄りの長野県木材青壮年団体連合会加盟の木材店または各団体まで。

■審査員（予定）
長野県教育委員会、長野県、中部森林管理局、長野県緑の基金、長野県
県産材振興対策協議会、長野県木材協同組合連合会 及び 主催者側から
選任

■審査
令和4年10月7日（金）
塩尻市　長野県林業総合センター（塩尻市大字片丘5739）

■発表
主催（木青連）担当者から各学校を通じて受賞者の児童・生徒の皆さんに
お知らせいたします。

■表彰式
令和4年11月頃予定

全作品の中から各部門ごとに数点

全作品の中から数点
全作品の中から数点
全作品の中から数点
応募者全員

●ご応募の際は、作品名・氏名・学校住所・学校名・学年を瞑した出品票
　を作品に添付してください。なお、「作品持ち込み先リスト」及び、「出
　品票」に関しましては当団体HPからダウンロードもできます。
●最優秀賞の作品は、日本木青連主催「全国児童・生徒木工工作コンクー
　ル」に出品いたします。また、同全国木工工作コンクール入賞者につ
　きましては、表彰式を日本木青連全国大会にて行います。

■賞
●小学校低学年の部門（1～4年の児童）
●小学校高学年の部門（5～6年の児童）
●中学校部門
●盲・ろう・養護学校部門
以上4部門に分けて審査を行い、各賞を決定いたします。

最優秀賞（長野県知事賞）・・・・・・・・・・
特別賞
　長野県教育委員会賞／中部森林管理局局長賞／（公財）長野県緑の基金理
　事長賞／長野県県材振興対策協議会会長賞／長野県木材協同組合連合
　会理事長賞／長野県木材青壮年団体連合会会長賞
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
優秀賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
佳　作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
努力賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■主催：長野県木材青壮年団体連合会
■共催（予定）：長野県／中部森林管理局／（公財）長野県緑の基金／
 長野県県産材振興対策協議会／長野県木材協同組合連合会
■後援（予定）：長野県教育委員会／（一財）長野県建築住宅センター／
 長野県森林組合連合会／NHK長野放送局／SBC信越放送／
 NBS長野放送／TSBテレビ信州／ abn長野朝日放送／
 長野エフエム放送／新建新聞社／長野県民新聞社

［個人情報］
応募者の個人情報は、当連合会で厳重に管理し本コンクール以外の利用は致しません。
なお、本コンクールに入賞した場合、入賞者の作品名・氏名・学校名・学年については、
報道機関を含む共催・後援機関等へ発表させていただきます。

詳しい情報は http://n-msr.com/

【北信地区】瑞穂木材（木島平村） ☎0269-82-3118／中沢木材（中野市新井宮廻り） ☎0269-22-2618／土倉製材所（飯綱町） ☎026-253-2320／おちあい（長野市岡田町） ☎026-227-1520／扶桑産業（長野市北長池） ☎026-243-1210／峯村材木店（千曲市粟佐） ☎026-272-1182／坂田木材
（長野市篠ノ井） ☎026-292-3203／宮澤木材産業（長野市中曽根） ☎026-239-0588／長野森林資源利用事業協同組合（長野市中曽根） ☎026-239-0577 【東信地区】田中製材工業（東御市下之城） ☎0268-67-2139／中島木材（佐久市新子田） ☎0267-67-4038／田村木材（佐久市新子田） 
☎0267-67-3867／吉本（佐久穂町） ☎0267-86-4305／武重（小諸市） ☎0267-23-8484／齋藤木材工業（長和町古町） ☎0268-68-3883／第三木材（東御市加沢） ☎0268-62-1202／小林木材（長和町和田） ☎0268-88-2007／和木材（東御市海善寺） ☎0268-62-0222 【中信地区】征矢野建材
（松本市笹賀） ☎0263-86-0250／国興（松本市寿南） ☎0263-58-2095／大藏木工（松本市宮渕） ☎0263-32-1960／林友（松本市渚） ☎0263-25-0171／佐原建設（安曇野市豊科） ☎0263-72-2100／シンヨー（松本市清水） ☎0263-32-1866／小林創建（松本市高宮北） ☎0263-26-6260／
オガサワラ林業（松本市中山） ☎0263-58-5939／ヒルデブランド（安曇野市穂高有明） ☎0263-81-5550  【諏訪地区】カクダイ製材所（茅野市） ☎0266-72-0414  【その他協力先】須高木材協同組合（須坂市） ☎026-245-0281／大北木材協同組合（大町市） ☎0261-22-0025／上伊那木材協同組合
（伊那市） ☎0265-72-2165／マルト木材（飯田市） ☎0265-52-3349／木曽木材工業協同組合（上松町） ☎0264-52-5500／志水製材所（南木曽町） ☎0264-57-2212

困った時は聞いてみよう！ 長野県木青連の会員連絡先はこちら

締切／令和4年9月16日（金）  審査／令和4年10月7日（金）
第45回 長野県児童・生徒 木工工作コンクール

※この事業は、「長野県森林づくり県民税」を活用しています。

令和4年度 木育事業

触れて、創って、知る ウッドコレクション

長野県児童・生徒
木工工作コンクール
第45回　
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企業名(材木店名) 役職名 担　当　者 電話番号 ＦＡＸ 住　　　　　　所

長野市（若穂地区除く）・
千曲市・上水内郡・埴科郡

坂田木材(株) 常務取締役 坂　田　庄　蔵 026-292-3203 026-292-4119 〒388-8018　長野市篠ノ井西寺尾2772-1

※持ち込みは右記まで 026-296-6633 026-296-6643 〒381-0003　長野市大字穂保町裏250-5

須　高
長野市若穂地区・須坂市・
上高井郡

026-245-0281 026-214-5156 〒382-0099　須坂市墨坂2丁目6番1号

高　水
飯山市・中野市・
下水内郡・下高井郡

中沢木材(株) 代表取締役社長 中　澤　勝　成 0269-22-2618 0269-22-5632 〒383-0064　中野市新井宮廻り614

上　小 上田市・小県郡・東御市 小林木材(株) 小　林　寿　徳 0268-88-2007 0268-88-2423 〒386-0701　小県郡長和町和田4336-1

佐　久
佐久市・小諸市・
北佐久郡・南佐久郡

(株)吉本 専務取締役 由　井　正　宏 0267-86-4305 0267-86-5544 〒384-0611　南佐久郡佐久穂町平林

松　筑 松本市・塩尻市・東筑摩郡 (株)国興 代表取締役 田　中　一　興 0263-58-2095 0263-58-2015 〒399-0027　松本市寿南1-7-22

南　安 安曇野市・南安曇郡 ヒルデブランド(株) 代表取締役 印　出　　　晃 0263-81-5550 0263-81-5551 〒399-8301　安曇野市穂高有明9973-1

大　北 大町市・北安曇郡 0261-22-0025 0261-22-0418 〒398-0002　大町市大町3048-2

(有)カクダイ製材所 代表取締役 中　村　　　孝 0266-72-0414 0266-72-3290 〒391-0013　茅野市宮川216-1

上伊那
伊那市・上伊那郡・
駒ヶ根市

0265-72-2165 0265-72-2166 〒396-0023　伊那市山寺274-1

下伊那 飯田市・下伊那郡 マルト木材(株) 代表取締役 後　藤　武　志 0265-52-3349 0265-52-3348 〒395-0821　飯田市松尾新井7217

木曽木材工業協同組合 千　村　高　穂 0264-52-5500 0264-52-5501 〒399-5608　木曽郡上松町荻原1579-3

志水製材所 志　水　賢　司 0264-57-2212 0264-57-2212 〒399-5301　木曽郡南木曽町読書3552-6

　ご不明な点がございましたら、各地区の担当者にご連絡いただくか、下記までご連絡ください。

　【木工工作コンクール担当】 ■征矢野建材（株） TEL.0263-86-0250　 FAX.0263-86-4461　　担当：池田　剛

■長野県木青連事務局（長野県木連内） TEL.026-226-1471　 FAX.026-228-0580

大北木材協同組合　事務局

木曽郡全域(お近くの持込み
先までお願いします)

長野木材協同組合　事務局（金 9:30～16:00）

須高木材協同組合　事務局（月～木 10:00～16:00）

上伊那木材協同組合　事務局（9:00～15:00）

長　野

令和４年度　長野県児童・生徒木工工作コンクール
各地区作品持込み・問合せ先

木　曽

地 区

下記の企業にて作品を受け付けております。

諏訪市・岡谷市・茅野市・
諏訪郡

諏　訪
※出品票はこちらまで　FAX.0266-72-3290

まず、地区代表担当者までご連絡ください。
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作品受賞までの流れ

本コンクールにおいてのご出品いただいた作品は以下の流れに従って審査され、最終的に
全国審査会にて最優秀作品を決定しております。長野県においては、最優秀賞受賞作品が
全国に出品されます。

各学校にお邪魔させていただき、地区担当者による
学校審査を行います。
※各学校の審査では規定に沿っているか、審査基準

を満たしているかを出向いた担当者が審査し、その学
校の中から代表となる作品数点を決定します。その場
合、審査終了後、学校代表作品以外はその段階で作品
をお戻しさせていただきます。

各団体を代表する審査員をお迎えして地区代表作品
の審査を行います。創造性･技術・デザインなど以下の

審査基準を考慮し、最優秀賞以下、特別賞を決定しま
す。

【審査基準】

小学校低学年(1～4年）、小学校高学年(5～6年)、

中学校、盲・ろう・養護学校の以上４部門に分けて審
査を行なう。

※最優秀賞および特別賞を受賞した作品は県内各所

最優秀賞のみ、長野県代表として全国審査会に出品さ
せていただき、審査していただきます。
ここで受賞した作品は日本木青連全国大会での授賞式

にて発表となります。

児童･生徒

各学校

９月

１６日

締切
各地区持込

地区審査

各賞決定

１０月
７日 長野県審査会

長野県授賞式１１月頃
(予定)

最優秀賞

のみ

翌年1月
～3月
(予定)

全国審査会

各賞決定

全国授賞式翌年６月
(予定)

学校審査

作品の応募は、学校や各地区の持込み・問合せ先にお
願いします。応募先は地区によって異なる事があります
ので、必ずお問い合わせ下さい。

地区ごとの審査を行い、地区代表作品数点を決定いた
します。
※地区審査に洩れた作品をこの時点でお戻しする事

があります。
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４．出品した作品はどうなるの？
まず学校ごとに代表を決める審査を行なってから、地区ごとの審査が行なわれます。地区で優秀な
作品を選んだら、今度は長野県の代表を決める審査会が行なわれます。長野県知事賞を受賞した
作品は・・・全国の大会に長野県代表として出品！

裏面に続く
５．出品するには？

必要な書類があるのでホームページで書類をダウンロードしよう！
http://n-msr.com/

長野県児童・生徒木工工作コンクール
作品の出品について

皆さんこんにちは！長野県木材青壮年団体連合会（木青連）です！木青連は長野県児
童・生徒木工工作コンクールを主催している団体です。このコンクールに作品を出品する
にはいくつか知っておいて欲しい事、守ってもらいたい事があります。

１．どんなものを作ればいいの？
テーマは自由です。身近にある『木』を使った作品であれば何でもＯＫ！

２．大きさはどれくらい？
必ず一番長い所（縦・横・高さ）が台を含めて５５ｃｍ以下になるようにして

下さい！
大きい物は失格！（台を含めて５５ｃｍを超えるもの）になります。
また、展開したり、広げて展示する作品も５５ｃｍを以下になること。
例えば、右の箱の中に入る大きさなら大丈夫！

55cm
以下

55cm以下

３．できた作品はどうすれば？
作品の受付・持ち込み先は自分のいる地区によって違うので必ず確認して下さい。
作品の持ち込み先は「長野県児童・生徒木工工作コンクール趣意書」に出ています。持ち込みの際は
事前に連絡を！（保管場所の問題があるので）

55cm以下
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困った時は聞いてみよう！
作品の材料や、コンクールの事で困ったり、わからない事があったらここに聞いてみよう！

■コンクールの問合せ先
コンクールの事で聞きたい事があったら電話してみよう。

・長野県木青連 木工工作担当 ０２６３－８６－０２５０ 征矢野建材（株） 担当：池田
・長野県木青連 事務局 ０２６－２２６－１４７１ 長野県木連 まで！

【北信地区】
瑞穂木材㈱ 0269-82-3118 宮崎さん（木島平村）
中沢木材㈱ 0269-22-2618 中沢さん（中野市新井宮廻り）
㈲土倉製材所 026-253-2320 土倉さん（飯綱町）
㈱おちあい 026-227-1520 山崎さん（長野市岡田町）
扶桑産業㈱ 026-243-1210 渋澤さん（長野市北長池）
㈱峯村材木店 026-272-1182 峯村さん（千曲市粟佐）
坂田木材㈱ 026-292-3203 坂田さん（長野市篠ノ井西寺尾）
宮澤木材産業㈱ 026-239-0588 宮澤さん（長野市中曽根）
長野森林資源利用事業協同組合

026-239-0577 宮澤さん（長野市中曽根）

■長野県木青連の会員連絡先はこちら（必ず木青連の○○さんと言ってね）
あなたの家の近くにも木青連に入っている会社があるかも・・・いろいろ聞いてみてね。

【東信地区】
㈲田中製材工業 0268-67-2139 田中さん（東御市下之城）
中島木材㈱ 0267-67-4038 中嶋さん（佐久市）
田村木材㈱ 0267-67-3867 田村さん（佐久市）
㈱吉本 0267-86-4305 由井さん（佐久穂町）
武重 0267-23-8484 新井さん（小諸市）
齋藤木材工業㈱ 0268-68-3883 齋藤さん（長和町）
(株)第三木材 0268-62-1202 島田さん（東御市加沢）
小林木材㈱ 0268-88-2007 小林さん（長和町和田）
和木材㈱ 0268-62-0222 田中さん（東御市海善寺）

【中信地区】
征矢野建材㈱ 0263-86-0250 池田さん（松本市笹賀）
㈲国興 0263-58-2095 田中さん（松本市寿南）
大藏木工㈱ 0263-32-1960 大藏さん（松本市宮渕）
㈱林友 0263-25-0171 石亀さん（松本市渚）
㈱シンヨー 0263-32-1866 大和さん（松本市清水）
㈱小林創建 0263-26-6260 小林さん（松本市高宮北）
オガサワラ林業㈲ 0263-58-5939 小笠原さん（松本市中山）
ﾋﾙﾃﾞﾌﾞﾗﾝﾄﾞ㈱ 0263-81-5550 印出さん（安曇野市穂高有明）
㈱佐原建設 0263-72-2100 佐原さん（安曇野市豊科）

【その他協力先】
須高木材協同組合 026-245-0281（須坂市）
大北木材協同組合 0261-22-0025（大町市）
上伊那木材協同組合 0265-72-2165（伊那市）
マルト木材㈱ 0265-52-3349（飯田市）
木曽木材工業協同組合 0264-52-5500（上松町）
志水製材所 0264-57-2212（南木曽町）

【諏訪地区】
㈲カクダイ製材所 0266-72-0414 中村さん（茅野市）
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この出品票をコピーして１作品に 1枚づつ添付してください 

【木育事業】 

令和４年度 長野県児童・生徒木工工作コンクール応募作品 
出  品  票 

 
長野県木材青壮年団体連合会   

会   長  田 村 紘 一 
担当副会長  池 田   剛 

 

①学校名は必ず正式名称でご記入ください。 

[例]長野県 ○○市立 ■■小学校 △年 

②児童・生徒の氏名には必ずフリガナをつけてください。 

③住所・電話番号欄には、学校の住所・電話番号をご記入ください。 

④必ず≪作品添付用≫と、≪審査会用≫の両方にご記入ください。 

⑤作品受賞までの流れに関しましては裏面をご覧下さい。 

⑥不明な点がございましたら下記までご連絡ください。 

◯ 征矢野建材(株)  ０２６３－８６－０２５０ （担当：池田） 

◯ 長野県木青連(県木連内) ０２６－２２６－１４７１ 

 

≪作品添付用≫  

作品名  

フリガナ  

学校名 長野県                 立                           学校 

学年                 年 

フリガナ  

学校住所 
〒    － 

フリガナ  木青連使用欄 

氏 名   

学校ＴＥＬ  

学校ＦＡＸ  
 

 
 

≪審査会用≫  

作品名  

フリガナ  

学校名 長野県                 立                           学校 

学年                 年 

フリガナ  

学校住所 
〒    － 

フリガナ  木青連使用欄 

氏 名   

学校ＴＥＬ  

学校ＦＡＸ  
 

キリトリ線 

（※必ず上と同じ内容を、下の欄にもご記入ください。切らずに必ずご提出下さい。） 

《注 意》 
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令和４年度 長野県児童生徒木工工作コンクール出品集計表 ≪学校記入・提出用≫ 
 

学 校 名：                              担当教員：               

学校住所：                              TEL:     ―     ―      

 

№ 作  品  名 氏  名（ふりがな） 学年 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

締め切り；９月１６日（金） 
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2022年（令和4年）7月7日（木）　信濃毎日新聞　掲載
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■ 15 ■　長野の林業　No.382　2022.7

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます

0268-23-2135　FAX0268-23-2153

0263-77-8863　FAX0263-77-8893
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             趣 意 書 

第 47 回全国児童・生徒木工工作コンクール 

テーマ 『ともに つくろう』 

 

 「木」は太古の昔より我々人間の生活と大きな関わりを持っています。 

数十年もの時間を掛けて成長する中で伐採期を迎えるまでは二酸化炭素を吸収し酸素に変

え、生態系を維持する等、多面的な機能を担ってくれています。また伐採後に木材となった

後も住宅をはじめとする我々の生活の多くを支えてくれています。 

 

 世界規模での SDGｓ推進や、大きく取り上げられたウッドショックの影響。様々な業界

がこれまで以上に「木」に注目しています。また、木材利用の新技術開発が日々進んでおり、

従来使用されていなかった場所・物にも木材を利用する「木質化」も進められています。 

 

 私たち日本木材青壮年団体連合会では、子ども達の創造力を伸ばし、木をもっと身近なも

のにしてもらいたいとの思いから、長年に渡って全国児童・生徒木工工作コンクールを開催

しています。一昨年より続くコロナ禍による制限下で生活様式が変わる中であっても、木と

共に、また家族や学校の友達と共に楽しむ事を大切にしてもらいたい。そのような想いから、

今年度の開催テーマは「ともに つくろう」とさせて頂きました。 

 

 木と一口に言っても、木には様々な樹種・色・硬さなどの特徴や部位があります。ただ木

を使って何かを作るだけでなく、本コンクールの参加者の皆さんには、先生や友達、家族の

皆さんとコミュニケーションを取る中で作品を考え、様々な「木」を用いて表現して貰う事

も、大きな狙いの一つです。子ども達の自由な発想こそが「木の新たな可能性」の創造に繋

がって行くのではないかと考えています。 

 

 また木工工作を通じて多くの子ども達が「木」に触れて、感受性や創造性に富んだ大人に

成長してくれること、そして将来温もりある社会を築いてくれることを願い、家族、学校関

係者、行政、木材関係者はもとより、子どもから大人まで多くの人を巻き込んで皆で「木」

の可能性について考える端緒としていければ思います。 

 

日本木材青壮年団体連合会 

令和 4 年度会長 川井 博貴 

副会長 吉田 勝利 

委員長 久保 光一郎 

 

主催：日本木材青壮年団体連合会 

後援：（継続申請中）文部科学省・農林水産省・ＮＨＫ・全国造形教育連盟 

          全国木材組合連合会 

協賛：（継続申請中）株式会社ウッドワン、株式会社 Tree to green、カリモク家具株式会社 
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第 47 回全国児童・生徒木工工作コンクール実施要綱 

●実施日程 

  一次審査    令和 5 年 1 月 10 日（水）頃（予定） 

  最終審査    令和 5 年 3 月 4 日（土）頃 開催場所：宮崎市 

  結果伝達    令和 5 年 3 月 24 日（土）頃（予定） 

  表彰式     令和 5 年 6 月 3 日（土）  表彰式会場：高知市 

        （※日本木材青壮年団体連合会 第 68 回 全国会員高知大会にて） 

 

●審査委員    

  委員長     全国造形教育連盟 

  委員      教育行政関係者 

          林野行政関係者 

          日本放送協会（ＮＨＫ） 

          全国木材組合連合会 

          日本木材青壮年団体連合会 

          株式会社 ウッドワン 

          株式会社 Tree to Green 

   カリモク家具 株式会社 

          日本木青連 木育創造委員会  敬称略・順不同 

          ※その他 審査会実施地近郊等の造形教育に係る方を若干名。 

 

●表彰 

応募作品は、小学生低学年の部(１～４年)、小学生高学年の部(５,６年)、中学生の部(全         

学年)の３部門に分け、それぞれの優秀作品に対して下記の表彰を授与する(一部予定を含

む)。グループにて申し込みの作品についてはグループ名とする。 

・文部科学大臣賞          全部門で      １点 

・農林水産大臣賞          各部門で      １点 合計 3 点 

・林野庁長官賞           各部門で      １点 合計 3 点 

・ＮＨＫ会長賞           全部門で      １点 

・全国造形教育連盟 委員長賞     各部門で      １点 合計 3 点 

・全国木材組合連合会 会長賞     全部門で      １点 

・ウッドワン賞           各部門で      １点 合計 3 点 

・Tree Rings 賞           各部門で      １点 合計 3 点 

・カリモク家具賞          各部門で      １点 合計３点 

・日本木材青壮年団体連合会 会長賞  全部門で      １点以上 

・日本木青連 木育創造委員長賞    全部門で      １点以上 
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●応募部門 

  第１部門    小学校低学年（１～４年の児童）の部 

  第２部門    小学校高学年（５，６年の児童）の部 

  第３部門    中学校（全生徒）の部 

  小・中学校の児童・生徒が在籍学校を通じて、個人またはグループでの応募とします。 

 

●応募期間 

  令和 4 年 9 月 4 日（予定）から令和 4 年 12 月 12 日（予定）まで 

 

●応募詳細 

  全国児童・生徒木工工作コンクールは、各都道府県によって応募方法が異なります。 

 

パターン① 木工工作コンクールを実施している都道府県の場合 

都道府県単位での応募となります。 

対象地域の木工工作コンクールでの優秀作品を、指定のエントリーシートにて応募しま

す。 

募集点数については、各都道府県、各部門 2 点ずつ総計 6 点とします。 

（対応は各都道府県の日本木材青壮年団体連合会会員が行ないます） 

 

パターン② 都道府県単位で木工工作コンクールを実施していない場合 

各団体・学校単位での応募となります。 

応募希望者が応募作品を、指定のエントリーシートにて各自応募します。 

 （対応は各団体・学校単位でお願い致します） 

      

エントリーシートは日本木材青壮年団体連合会公式 Web サイト内の木工工作コンクール特

設ページに用意いたします。各自でダウンロードして頂き、記入例に従って記入をお願い

いたします。 

 

●作品基準【重要】 

・木材を主材料として利用・加工した創作品であること 

・作品の大きさは縦・横・高さ・台を含めて６０cm を超えないものであること 

下記は残念ながら審査対象外になります。ご注意ください。 

 梱包を含め６０cm を超える作品 

 展開したり、広げて展示する作品で６０㎝を超える作品 
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※作品基準【図解】 

 

 

※６０㎝を超えますと、    

失格となってしまいますので 

ご注意下さいます様、 

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他注意事項 

《注１》作品の間違いを防ぐため、作品写真を添付して下さい。 

※写真は必ず５面（前・後・左・右・上）撮影ください。 

《注２》作品の発送をする際は、必ず梱包をした上で発送して下さい。また、作品が輸

送で壊れないよう十分な緩衝剤（発泡系や新聞紙等）をお願いいたします。 

《注３》梱包は必ず１作品１梱包ずつ別々にお願いいたします。 

《注４》梱包済み作品を大型ケースに同梱した、コンテナ発送はご遠慮ください。 

《注５》輸送時に破損する事故が多く発生しております。私たちも細心の注意を払っ

てご返送いたしておりますが、万が一破損した場合は大変恐縮ですが、ご容

赦くださいますようお願いいたします。特にグルーガン等を使用した場合、

特性上輸送時の衝撃で接着が剥がれやすいのでご注意ください。 

 

 

●審査方法 

  審査については、全部で３段階の審査があります。 

１． 各都道府県審査 

各都道府県で開催される木工工作コンクールにて審査を行います。 

審査方法については各都道府県によって異なります。 

２． 一次審査 

各都道府県よりエントリーされた作品に対して、審査委員会がエントリーシ

ートによる書類審査を行います。 

一次審査を通過した作品については後日各学校にご連絡いたしますので、現

物の提出をお願いいたします。送付先・時期については、当委員会より各会

団もしくは各団体・学校へ連絡致します。（１月中旬を予定しています） 

※送付費用については、応募される各団体・学校の負担といたします。 

６０㎝以下 

６０㎝以下 

６０㎝以下 
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３． 最終審査 

一次審査を通過した作品に対して、審査委員会が現物を確認し厳正に審査を

行います。 

 

●審査のポイント 

 今年度のコンクールのテーマは『ともに つくろう』です。 

 新型コロナウイルスの影響で、学校での活動や友達との交流の機会に大きな制限が続いてい

ます。そのような状況であっても、子どもたちに木と共に、友達や家族と共に楽しむという視

点で、自由に表現して貰う事を目的としています。 

 木には樹種・色・木目など様々な部位や特徴があります。是非ともお友達や先生、家族で話

し合う所から作品テーマを決めて頂きたいと思います。「ともに」楽しみ、それを木材で表現

する事にチャレンジして下さい。 

 本コンクールを通して、様々な人とコミュニケーションを取りながら作品を決定し、自由な

発想で表現することを大切に考えております。子どもたちの「創造力」を審査会では大きく評

価して参ります。 

 

各学年に応じた技能や発想に留意し、下記の各項に基づき評価を致します。 

 

１．アイディアに独創性があるか 

２．再現性・写実性に優れているか 

３．木の自然の良さや、適材の部位で表現されているか 

４．デザイン・機能性が優れているか 

      

●個人情報の取り扱いについて 

・応募に際しご提供いただいた個人情報は、「全国児童・生徒木工工作コンクール」の業

務運営のみに使用させていただきます。 

・入選作品は、当団体広報誌、一般紙、Web サイト等で学校名、氏名、学年を含めて公開

する場合があります。 
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●問い合わせ先 

○日本木材青壮年団体連合会 木育創造委員会 委員長 久保 光一郎 

〒885-0084 宮崎県都城市五十町 1388 番地 

久保産業株式会社内 

FAX：0986-22-4470 

Mail：kou@kubo-sangyo.jp 

  ※お問い合わせはメールか FAX にてお願いいたします。 

 

○日本木材青壮年団体連合会 事務局 

〒135-0041 東京都江東区冬木 6－14－102 

TEL 03-5620-4806 FAX 03-5620-4809 

※こちらは受付のみとなります。ご返答は後日折り返しさせて頂きます。 

 

○各都道府県コンクール事務局 

都道府県コンクール実施については令和 4 年 7 月中旬頃から 12 月上旬頃の間で、各都

道府県において各県の会団が主催で行われます。 

（詳細は日本木材青壮年団体連合会公式 Webサイト内の木工工作コンクール特設ページ

をご確認の上、コンクール実施県担当者一覧に記載されている各地域の担当者にお尋

ね下さい） 
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[第４号議案]

議案作成者
事 業 名 称 ：
担 当 副 会 長 ：田村　紘一
事 業 主 体 ：
実施予定日時 ：
実施予定場所 ：国営アルプスあづみの公園（大町・松川地区）　　※雨天決行
対 象 者 ：信州山の日イベント来場者
趣 旨 ・ 目 的 ：

木の良さを体感していただく。

事 業 内 容 ：・長野県林務部は、国営アルプスあづみの公園（大町・松川地区）で開催
　されるイベントの中で、7/24（日）信州山の日イベントを実施する。
　木青連は、県が主催する「信州山の日イベント」の中で木工教室を開催。
・県林務部は、隣接テントにて、箸づくりを行う。
・木青連は、イス作りを行う。

■新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、食堂等はやっていない
　ので、昼食を持っていくことが必要。
■雨天の場合は、レンタル棟をお借りすることも可能。スペースが限られ
　屋内にもなるので、密にならないよう人数調整が必要か。レンタル棟は
　メインの動線から少し外れるため、箸づくりブースは入口広場に残し、
　誘導・案内を行う。

準備ｽｹｼﾞｭｰﾙ ：出席人数等の確認　　※報告期限　7月19日（火）まで

※材料：カラマツ会　　　道具・コンパネ・ブルーシート：松本材青会
■木青連
　・材料（イスキット　65セット）
　・木工工作道具（ノコギリ、カナヅチ、釘抜き、釘、紙ヤスリ、キリ、
　　木工用ボンド）
　・ブルーシート
　・コンパネ
　・掃除道具（ほうき、ゴミ袋等）
　・スタッフの昼食（お弁当等）
■会場運営側
　・テント３張り借用（2間×3間）

実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ： 8：30　　　 資材搬入・準備
10：00～　　開始
①10：00～11：00　②11：10～12：10　③12：20～13：20
④13：30～14：30　⑤14：40～15：40

※1家族1脚限り
※搬入経路は昨年と同じ。
※テント横付けは難しいが、近くまでいっておろす。
※密にならないよう人数調整が必要。

予 算 ：別紙の通り

担 当 者 ：
外 部 協 力 者 ：（株）共立プラニング　日野原氏
　［連絡先] TEL:026-238-8877　FAX:026-238-8870

添 付 資 料 ：予算書

信州山の日2022（木工教室）事業計画（案）

長野県木材青壮年団体連合会
令和４年　７月２４日(日）　10：00～16：00

信州山の日2022　木工教室

■出展場所は入口広場

★　事業計画書 会長　田村　紘一

　イス作り（イスキット）　60セット+予備5セット

会長　田村　紘一

県産材（杉）の椅子づくりを通して来場者に木材に触れて創る喜びを感じて
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[第４号議案]

収支予算書

大項目 予算額 摘要

事業費 126,000 材料費、加工費、運搬費、印刷費

10,000 お弁当代

収入合計 136,000

大項目 予算額 摘要

事業費 85,800 県産材（杉）イス材料1,320円×65セット

14,300 イス材料加工220円×65セット

15,000 運搬費（搬入・搬出）

備品、雑費等 15,000 釘・ブルーシート等、お弁当代

印刷費 5,900 受付簿、整理券印刷等

支出合計 136,000 (税込)

材料カット代

木青連本会計　雑費

搬入費

中項目

信州山の日2022（木工教室）収支予算（案）

【収入の部】

【支出の部】

中項目

ＰＲ事業費

材料費
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※ 報告期限　7月19日（火）までに事務局へ報告願います。

会団名　：

午前 午後 お弁当

信州山の日2022（木工教室）人数確認表

７ /２４
（日）

備考
確認欄（○印をしてください）

参加者　氏名月　日

中島木材（株） 中嶋 章 宛
ＦＡＸ：0267-67-3307

メール：info@nakajima-sc.com
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国営アルプスあづみの公園 ⼤町・松川管理センター
TEL︓0261（21）1212 FAX︓0261（21）1214
〒398-0004 ⻑野県⼤町市常盤7791-4

Copyright © 2014 ALPS AZUMINO NATIONAL GOVERNMENT PARK All Rights Reserved. ⻑野国道事務所公園課 お問い合わせ サイトマップ

トップページ > ⼤町・松川地区 > What's New > 「信州 ⼭の⽇」⽊⼯体験

「信州⼭の⽇」⽊⼯体験

⻑野県では県⺠共通の財産であり、貴重な資源である「⼭」に感謝し、「⼭の恵み」を将来にわたり持続的に
享受していくため、県独⾃の「⼭の⽇」を制定しています。 

アルプスあづみの公園では、この「信州 ⼭の⽇」に、県内産の⽊材を使⽤した「ミニいすづくり」、「マイ箸
づくり」を開催します。 

【主催・お問合せ】⻑野県林務部（026-235-7261） 
【協⼒】⻑野県⽊材⻘壮年団体連合会

「信州 ⼭の⽇」の制定について（⻑野県ホームページ）

マイ箸づくり

⻑野県産のヒノキ材を使って「マイ箸」を作ってみよう︕ 

◇開催⽇︓令和4年7⽉24⽇（⽇） 
◇時 間︓10︓00〜15︓00（製作時間は約15分） 
◇場 所︓⼊⼝広場 
◇定 員︓60名 
◇申 込︓当⽇申込 
◇参加費︓無料

ミニいすづくり

⻑野県産のスギ材を使って「ミニいす」を作ってみよう︕ 

◇開催⽇︓令和4年7⽉24⽇（⽇） 
◇時 間︓(1)10︓00〜、(2)11︓10〜、(3)12︓20〜、(4)13︓30〜、(5)14︓40〜 
◇場 所︓⼊⼝広場（⾬天時はレンタル棟） 
◇定 員︓各回12名（⼩学⽣以下は保護者同伴） 
◇申 込︓当⽇申込 
◇参加費︓無料 

※1家族１脚までとさせていただきます

2022 年

2021 年

2020 年

2019 年

2018 年

2017 年

2016 年

2015 年

2014 年

2013 年

2012 年

2011 年

2010 年

2009 年
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[第５号議案]

議案作成者
事 業 名 称 ：
担 当 者 ： 田村　紘一
事 業 主 体 ：
実施予定日時 ：
実施予定場所 ： 佐久市交流広場　　※荒天中止
対 象 者 ： ビアフェスイベント来場者
趣 旨 ・ 目 的 ：

頂きました。カラマツフェスをきっかけに木青連の存在を知っていただき、
さらに多くの方々に木に触れあってもらいたい思いと、木青連をもっとアピ

事 業 内 容 ： ・来場者に親子木工教室にて、椅子作りを体験していただく。

・販売価格は１,５００円

■昼食はキッチンカーブース利用可能
■荒天の場合は中止。
■新型コロナウイルス感染症対策をして実施する。

準備ｽｹｼﾞｭｰﾙ ： 出席人数等の確認　　※報告期限　８月１９日（金）まで

■木青連　　※材料、道具一式は東信木青連佐久支部で用意
　・材料（イスキット　６５セット）
　・木工工作道具（ノコギリ、カナヅチ、釘抜き、釘、紙ヤスリ、キリ、
　　木工用ボンド）
　・ブルーシート
　・コンパネ
　・掃除道具（ほうき、ゴミ袋等）
　・机、椅子、テント

実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ： 　８：３０～９：００　　　 資材搬入・準備
　１０：００～　　　　　　 開始
　　①１０：００～１１：１０　１５組
　　②１１：１０～１２：２０　１５組
　　③１３：３０～１４：４０　１５組
　　④１４：４０～１５：５０　１５組
　※当日スケジュールは確定次第お知らせします。

予 算 ： 別紙の通り

担 当 者 ：
外 部 協 力 者 ： （株）共立プラニング　日野原氏
　［連絡先] TEL:026-238-8877　FAX:026-238-8870

添 付 資 料 ： 予算書・人数確認表

■出展場所は佐久市交流広場　広場中央付近の予定

★　事業計画書 会長　田村　紘一

第１回目となるイベント。昨年のカラマツフェスをきっかけにオファーを

会長　田村　紘一

ールしたい思いがあり親子木工教室を開催したいと思います。

・イス作り（イスキット）　６０セット

ビアフェス（木工教室）　事業計画（案）

長野県木材青壮年団体連合会
令和４年　８月２８日(日）　１０：００～１６：００

ビアフェス（木工教室）
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[第５号議案]

収支予算書

大項目 予算額 摘要

事業費 90,000 60セット×1,500円

10,000 お弁当代

収入合計 100,000

大項目 予算額 摘要

事業費 71,500 県産材（杉）イス材料1,100円×65セット

11,700 イス材料加工180円×65セット

0 運搬費（搬入・搬出）

備品、雑費等 15,000 釘・お弁当代・出展費

印刷費 1,800 受付簿、整理券印刷等

支出合計 100,000 (税込)

材料カット代

木青連本会計　雑費

搬入費

中項目

ビアフェス（木工教室）　収支予算（案）

【収入の部】

【支出の部】

中項目

販売事業費

材料費
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※ 報告期限　8月19日（金）までに事務局へ報告願います。

会団名　：

午前 午後 お弁当

ビアフェス（木工教室）人数確認表

8 / 28
（日）

備考
確認欄（○印をしてください）

参加者　氏名月　日

中島木材（株） 中嶋 章 宛
ＦＡＸ：0267-67-3307

メール：info@nakajima-sc.com
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［第６号議案］

議案作成者 事業担当　　田村　紘一

事　業　名　称 ： 木工体験活動指導者派遣事業

担 当 副 会 長 ： 田村　紘一

事　業　主　体 ： 長野県木材青壮年団体連合会

実施予定日時 ： Ｒ４.７月上旬～Ｒ５.３月

実施予定場所 ： 長野県

対      象     者 ： 会団・会員・その他

趣　旨 ・目　的 ：

事　業　内　容 ：

　・長野市農業フェア
　・各木工体験教室など

準備ｽｹｼﾞｭｰﾙ ：

Ｒ５．２月１５日　　 事業終了

実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ：

　※実施報告書の提出があったところから、指導費の支払い

Ｒ５．２月１５日　　 事業終了

Ｒ５．３月１７日　　 事業報告書作成、提出

予　　　　　算 ： 別紙の通り

担　当　者 ：

外 部 協 力 者 ：

　［連絡先]

添　付　資　料 ： 予算書

木工体験活動指導者派遣事業　実施要領

木工体験活動指導者派遣事業（案）

★　事業計画書

　・信州山の日イベント

長野県補助事業の一環で、地域で行われる木工教室等へ地域材利用に関する知識を
持つ者を「木工体験活動指導者」として派遣し、木工体験活動の支援をすることを目的
とする。
県内等で行われる県産材を用いた木工体験活動において、参加者に森林の役割やそ
の利用方法等学びながら、木材の良さを体感してもらう。
指導者は、地域材利用に関する知識を有し、県内に居住している者とし、長野県木青
連会長が認めた指導者を派遣し木工体験活動を支援し、指導者へ予算の範囲内で定
められた額を賃金又は報償費として支払う。

事業担当　　田村　紘一

Ｒ４．７月上旬～　受付

Ｒ４．７月上旬～　受付開始
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［第２号議案］

収支予算書

大項目 中項目 予算額 摘要

事業収入 補助金 279,000 長野県

収入合計 279,000

　

大項目 中項目 予算額 摘要

PR事業費 賃金 248,000 20人×4時間（@3,100×4h×20人）

謝金 27,900 3人×3時間（@3,100×3h×3人）

役務費 3,100 送金手数料等

支出合計 279,000 (税込)

木工体験活動指導者派遣事業　予算（案）

【収入の部】

【支出の部】
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令和 4 年度 木工体験活動指導者派遣事業 実施要領 
 

長野県木材青壮年団体連合会 
令和 4年 6月 22日 

 

 （目的） 

第１  地域で行われる木工教室等へ地域材利用に関する知識を持つ者を「木工体験活動指導者」（以下「指

導者」という。）として派遣し、木工体験活動の支援をすることを目的とする。 

 

 （木工体験活動指導者） 

第２  指導者は、地域材利用に関する知識を有し、県内に居住している者とする。 

 

 （派遣の対象活動） 

第３ 参加者に森林の役割やその利用方法等学びながら、木材の良さを体感してもらう、県内各地域で行

われる県産材を用いた木工体験活動。 

 

 （活動支援） 

第４  長野県木材青壮年団体連合会（以下「長野県木青連」という。）は、第２に揚げる者で長野県木青

連会長認めた指導者を派遣し木工体験活動を支援するものとする。 

 ２  指導者へは、長野県木青連が予算の範囲内で定められた額を賃金又は報償費として支払うことと

する。 

 ３  前項の経費（賃金又は報償費）については、別に定める。 

 

 （手続き等） 

第５  指導者の派遣については、次により行うものとする。 

 （１）派遣の申請 

     指導者の派遣を希望する活動主体等は、活動希望日の 15日前までに指導者派遣（様式第１号）

により長野県木青連会長へ提出するものとする。 

     なお、活動主体等は、長野県木青連会長から指導者の紹介を受けることができる。 

 （２）派遣の決定 

     長野県木青連会長は、提出された指導者派遣が適当と認められる場合は、活動主体等に対して

適当である旨の通知をするものとする。（様式第２号） 

 （３）活動の報告 

     指導者の派遣を受けた活動主体等は、活動終了後１ヶ月以内に指導者活動結果報告書（様式第

３号）により、長野県木青連会長へ活動結果を報告するものとする。 

 （４）活動支援の支払い 

     活動主体等より、活動の報告が提出され内容等適当と認められる場合は、活動支援の支払いを

通知とともにするものとする。（様式第４号） 

 

（長野県木青連が行う活動） 

第６  長野県木青連は、自ら行う木工体験活動についても、第２に掲げる者へ指導を依頼することがで

きる。 

２  指導者への賃金又は報償費の支払いは、第４に準じるものとする。 

 

 （補則） 

第７  この要領に定めるもののほか、この要領の施行に際し必要な事項は、長野県木青連会長が定める。 

 

附 則  

この要領は、令和 4年 6月 22日から施行する。 
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（別添） 

 

１．指導者活動経費等 

 

項 目 単 価 備 考 

報償費 1時間   3,100円 

交通費含む 

※ただし、最大 4時間（12,400円）を上限とする。 

注）木青連会員以外の方が対象 

賃 金 1時間   3,100円 

交通費含む 

※ただし、最大 4時間（12,400円）を上限とする。 

注）木青連会員が対象 

 

 

 

２．事業完了日 

  本事業による木工体験活動指導者支援は、令和５年 2月 15日までとする。 
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（様式第１号） 

令和  年  月  日 

 

長野県木材青壮年団体連合会 会長  様 

 

（申請者） 

住  所 

名  称 

代表者名                 印 

 

木工体験活動を下記のとおり行いたいので、指導者の派遣を希望します。 

 

記 

 

１ 木工体験活動の概要 

日   時 令和  年  月  日（  ）  時   分 ～   時  分 

場   所  

対 象 者  

参加予定人数 

子ども     人 

大 人     人 

合計      人 

内   容  

 

２ 派遣を希望する指導者 

指導者人数         名 

指 導 者 

□貴会が指定する者 

□当方が指定する者 

  ① 

  ② 

  ③ 

 

３ 連絡先 

名   称  

担当者氏名  

電   話  

Ｆ Ａ Ｘ  

備   考  
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（様式第２号） 

令和  年  月  日 

 

申 請 者    様 

 

長野県木材青壮年団体連合会 

会 長  田 村 紘 一 

 

先に木工体験活動の提出があったこのことについて、 

 

□下記のとおり派遣します      □都合により派遣を見送ります 

 

記 

 

１ 木工体験活動の概要 

日   時 令和  年  月  日（  ）  時   分 ～   時  分 

場   所  

対 象 者  

参加予定人数 

子ども     人 

大 人     人 

合計      人 

内   容  

 

２ 派遣する指導者 

指導者人数         名 

指 導 者 
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（様式第３号） 

令和  年  月  日 

 

長野県木材青壮年団体連合会 会長  様 

 

（申請者） 

住  所 

名  称 

代表者名                 印 

 

下記のとおり活動結果を報告します。 

 

記 

 

１ 木工体験活動の概要 

日   時 令和  年  月  日（  ）  時   分 ～   時  分 

場   所  

対 象 者  

参加人数 

子ども     人 

大 人     人 

合計      人 

内   容  

 

２ 派遣指導者 

指導者人数         名 

指 導 者 

 

 

３ 連絡先 

名   称  

担当者氏名  

電   話  

Ｆ Ａ Ｘ  

備   考  

  ※添付資料：活動状況等がわかる写真３～５枚程度添付 
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（振込先口座登録） 

 

 

令和 ４ 年度 

木工体験活動指導者派遣事業 活動費振込先口座 

 

フリガナ  

口座名義人  

金融機関  

預金種別  

口座番号  

連絡先 

（担当者等） 

住 所  

ＴＥＬ  

担当者名  
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（様式第４号） 

 

令和  年  月  日 

 

申 請 者    様 

 

長野県木材青壮年団体連合会 

会 長  田 村 紘 一 

 

 先に木工体験活動結果の報告があったこのことについて、以下のとおり確定いたしましたので、活動支

援をお振込みいたします。 

 なお、下記金額は、課税所得とみなされるので、税金の納付は各自で行ってください。 

 

記 

 

１ 活動支援 

指導者 活動時間 単価 計 (a) 
お支払金額 

（最高 12,400円） 

 時間 3,100   

 時間 3,100   

 時間 3,100   

 時間 3,100   

 時間 3,100   

合  計   

 

 

２ お振込み金額 

金  円 

 

※上記金額は、課税所得とみなされるので、税金の納付は各自で行ってください。 
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[第７号議案] 

全国会員長野大会実行委員会設置（案） 

 

事業計画書                        議案作成人 代行副会長 宮崎淳貴 

 

★全国会員長野大会実行委員会設置 

事 業 名 称 ： 全国会員長野大会実行委員会設置 

担  当 ： 全国会員長野大会 実行委員会委員長予定者 宮崎 淳貴 

事 業 主 体 ： 長野県木材青壮年団体連合会 

実施予定日時： 令和4年度・令和5年度・令和6年度 

実施予定場所： 適宜 

対 象 者 ： 長野県木材青壮年団体連合会 

会員28名 

趣旨・目的： 令和6年度開催予定の全国会員長野大会にむけて、長野県木青連全体で計画・準 

       備していくため、全国大会実行委員会を設置する。 

事 業 内 容 ： 全国大会の企画・運営等を計画する。 

委 員 長 ： 全国会員長野大会 実行委員会委員長予定者 宮崎 淳貴 

委  員 ： 長野県木青連全会員・事務局主事松本さん・オブザーバー日野原さん 

準備ｽｹｼﾞｭｰﾙ： 令和4年8月20日（土）第2回定例理事会にて審議 

以降、全国会員長野大会実行委員会のスケジュールによる 

実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ： 理事会終了時に全国会員長野大会実行委員会を開催することを基本に随時開催 

担 当 者 ： 全国会員長野大会 実行委員会委員長予定者 宮崎 淳貴 

外部協力者： 

添 付 資 料 ： 
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[第８号議案] 

役員選考委員会設置（案） 

 

事業計画書                         議案作成人 会長 田村 紘一 

★役員選考委員会設置 

事 業 名 称 ： 役員選考委員会設置 

担  当 ： 会長 田村 紘一 

事 業 主 体 ： 長野県木材青壮年団体連合会 

実施予定日時： 令和4年度 

実施予定場所： 適宜 

対 象 者 ： 長野県木材青壮年団体連合会 

会員28名 

趣旨・目的： 長野県木材青壮年団体連合会会則に基づき、役員選考委員会を設置する。 

事 業 内 容 ： 令和5年度役員を選考する。 

委 員 長 ： 会長 田村 紘一 

委  員 ： 大藏直前会長・宮崎代行副会長・由井副会長・池田副会長 

坂田会団長・小林会団長・田中会団長 

準備ｽｹｼﾞｭｰﾙ： 令和4年8月20日（土）第2回定例理事会にて審議 

以降、選考委員会のスケジュールによる 

令和5年2月予定第4回定例理事会にて次年度役員の選出 

実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ： 理事会終了時に選考委員会を開催することを基本に随時開催 

担 当 者 ： 会長 田村 紘一 

外部協力者： 

添 付 資 料 ： 
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［第９号議案］

令和４年8月20日（土）

長野県林業センター（長野市）　もしくは　ＷＥＢＥＸ

正副会長・事務局会議 14：30～14：50

理事会 15：00～17：00

懇親会　 未定

第2回定例理事会開催(案）

日 時

場 所

スケジュール
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令和４年度 会団活動報告 

北信木青連 

会団長  坂田 庄蔵 

 副会団長 峯村 亮

         

  

７月   １日（金） 北信木青連総会   長野         木協会議室 
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［会団活動報告］ 

令和 4年度 東信木青連活動報告 

 

会団長  小林 寿徳 

副会団長  由井 正宏 

 

 

 

 

  4月  9日 県青連 理事予定者会議        Zoom会議 

  7月 9日 県青連 理事会            長野県林業センター 

   

 

- 96 -



令和４年度松本材青会活動報告 

 

会団長   田中 一興 

副会団長  石亀 道一 

 

  5月  31日（火）  定例総会                   書面議決   

 7月  9日（土）  長野県木青連第１回理事会           長野 
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